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地
域
経
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振
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は
じ
め
に

　
自
治
省
は
昭
和
五
三
（
一
九
七
八
）
年
度
か
ら
向
こ
う
三
か
年
間
「
特
定
不
況
地
域
振
興
総
合
対
策
」
を
実
施
し
、
さ
ら
に
五
六
年
度
か
ら

再
び
三
か
年
の
予
定
で
、
右
の
対
策
を
軌
道
修
正
し
た
「
地
域
経
済
振
興
対
策
」
を
実
施
中
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
高
度
経
済
成
長
破
綻
後
の
新

た
な
経
済
局
面
に
対
応
し
て
自
治
省
が
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
注
目
す
べ
き
地
域
政
策
で
あ
り
、
そ
の
帰
趨
は
自
治
体
行
財
政
の
将
来
に
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と
っ
て
、
理
論
的
な
ら
び
に
実
践
的
に
か
な
り
重
要
な
意
味
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。

　
特
定
産
業
の
不
況
・
衰
退
に
伴
っ
て
特
定
地
域
が
地
域
ぐ
る
み
の
経
済
的
地
盤
沈
下
に
見
舞
わ
れ
る
と
い
う
事
態
は
、
－
産
炭
地
域
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
一
こ
れ
ま
で
も
存
在
し
て
き
た
。
し
か
し
今
日
の
事
態
は
、
不
況
そ
の
も
の
が
構
造
的
で
か
つ
広
範
な
業
種
に
わ
た
っ
て
発

現
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
不
況
地
域
も
全
国
的
に
広
範
囲
に
分
布
し
、
か
つ
ま
た
国
・
地
方
を
通
じ
た
深
刻
な
財
政
危
機
の
下
で
そ
れ
が
生

じ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
新
た
な
段
階
を
画
す
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
政
府
の
対
策
も
、
し
た
が
っ
て
こ
れ
ま
で
に
な
い
様
相
を
見

せ
な
が
ら
展
開
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
自
治
省
の
こ
の
新
し
い
地
域
政
策
の
実
態
を
見
き
わ
め
る
た
め
の
、
い
わ
ば
〈
総
論
的
試
み
〉
で
あ

る
。
そ
の
際
、
こ
こ
で
は
主
に
具
体
的
な
事
実
の
確
認
を
旨
と
し
た
。
若
干
の
理
論
的
な
問
題
提
起
は
行
う
が
、
そ
れ
は
今
後
の
考
察
の
手
が

か
り
の
域
に
と
ど
ま
る
だ
ろ
う
。

　
私
は
前
編
（
「
巨
大
企
業
『
合
理
化
』
と
地
方
財
政
－
釜
石
市
財
政
の
分
析
－
」
本
誌
前
号
）
で
、
企
業
都
市
財
政
分
析
の
方
法
提
起

を
試
み
た
。
そ
こ
で
の
第
三
要
因
－
〈
政
策
動
向
要
因
v
の
検
討
に
、
本
稿
は
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
も
と
よ
り
政
策
動
向
と
い
う
場
合
に

は
広
域
行
政
や
大
規
模
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
様
々
な
側
面
か
ら
の
解
明
が
必
要
で
あ
る
。
　
（
と
く
に
釜
石
市
は
、
湾
口
防
波
堤
や
三
陸
縦

貫
鉄
道
の
建
設
と
第
三
セ
ク
タ
ー
と
の
か
か
わ
り
の
問
題
な
ど
、
重
要
で
あ
る
と
同
時
に
興
味
ぶ
か
い
主
題
に
事
欠
か
な
い
。
）
し
か
し
こ
こ

で
扱
う
特
定
不
況
地
域
対
策
は
、
自
治
体
の
行
財
政
全
体
を
包
括
す
る
内
容
を
も
っ
て
お
り
、
と
く
に
地
方
自
治
を
担
う
主
体
－
自
治
体
当

局
．
職
員
．
住
民
い
ず
れ
も
一
の
立
場
か
ら
見
て
、
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
敢
え
て
独
立
さ
せ
て
論

じ
る
こ
と
に
し
た
。

政
策
体
系
－
立
法
的
・
行
政
的
枠
組
み

ま
ず
、
自
治
省
の
「
対
策
」
が
登
場
し
て
き
た
経
緯
を
年
表
風
に
ま
と
め
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。



昭
和
五
二
（
一
九
七
七
）
年
一
二
月
二
六
日
　
「
特
定
不
況
業
種
離
職
者
臨
時
措
置
法
」
成
立

　
昭
和
五
三
（
一
九
七
八
）
年
五
月
一
五
日
　
「
特
定
不
況
産
業
安
定
臨
時
措
置
法
」
成
立

　
同
年
九
月
一
八
日
　
自
治
省
「
特
定
不
況
地
域
振
興
総
合
対
策
に
つ
い
て
」

　
同
年
一
一
月
一
八
日
　
　
「
特
定
不
況
地
域
中
小
企
業
対
策
臨
時
措
置
法
」
　
「
特
定
不
況
地
域
離
職
者
臨
時
措
置
法
」
同
時
成
立

　
同
年
二
月
二
〇
日
　
通
産
省
「
特
定
不
況
地
域
」
三
〇
地
域
を
政
令
指
定

　
同
年
一
一
月
二
四
日
　
自
治
省
「
特
定
不
況
地
域
振
興
総
合
対
策
実
施
方
針
」

　
昭
和
五
四
（
一
九
七
九
）
年
一
月
二
二
日
自
治
省
「
特
定
不
況
地
域
」
一
〇
三
地
域
一
八
一
市
町
村
を
指
定

　
昭
和
五
六
（
一
九
八
一
）
年
二
月
　
自
治
省
「
地
域
経
済
振
興
対
策
実
施
方
針
」

　
同
年
四
月
一
七
日
　
自
治
省
「
地
域
経
済
振
興
対
策
推
進
地
域
」
第
一
・
次
選
定
（
四
〇
都
道
府
県
の
一
五
二
市
町
村
）

　
同
年
十
月
二
日
　
自
治
省
「
地
域
経
済
振
興
対
策
推
進
地
域
」
第
二
次
選
定
（
三
四
道
府
県
の
五
五
地
域
、
七
七
市
町
村
を
追
加
）

以
下
忙
概
略
を
紹
介
す
る
。

　
①
特
定
不
況
業
種
離
職
者
臨
時
措
置
法
（
一
九
八
○
年
一
月
一
日
ま
で
の
時
限
立
法
）

　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
不
況
業
種
と
は
、
我
が
国
に
お
け
る
経
済
基
調
の
変
化
、
国
際
経
済
環
境
の
変
化
、
長
期
に
わ
た
る
不
況
等
の

経
済
的
事
情
に
よ
り
、
そ
の
製
品
又
は
役
務
の
供
給
能
力
が
著
し
く
過
剰
と
な
っ
て
お
り
、
か
つ
、
そ
の
状
態
が
長
期
に
わ
た
り
継
続
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
、
こ
の
た
め
、
法
令
に
基
づ
く
行
為
又
は
国
の
施
策
に
基
づ
き
事
業
規
模
若
し
く
は
事
業
活
動
の
縮
小
又
は
事
業
の
転
換
若
し

く
は
廃
止
が
な
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
相
当
数
の
離
職
者
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
業
種
」
で
あ
る
と
規
定
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

れ
、
政
令
に
よ
り
二
六
業
種
が
指
定
さ
れ
た
。
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こ
れ
は
文
字
ど
お
り
離
職
者
”
失
業
者
の
事
後
対
策
で
あ
る
。
業
主
が
、
労
働
組
合
等
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
「
離
職
者
の
再
就
職
の
援
助

そ
の
他
当
該
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
に
関
す
る
計
画
」
を
作
成
し
、
公
共
職
業
安
定
所
長
に
提
出
し
て
「
特
定
不
況
業
種
事
業
主
」
に
認
定
さ

れ
る
と
、
離
職
者
へ
の
「
特
定
不
況
業
種
離
職
者
求
職
手
帳
」
の
交
付
、
手
帳
所
持
者
ま
た
は
事
業
主
へ
の
給
付
金
（
非
課
税
）
の
支
給
、
四

〇
オ
以
上
の
者
に
つ
い
て
雇
用
保
険
法
の
特
例
措
置
、
な
ど
が
な
さ
れ
る
。
ま
た
「
労
働
大
臣
は
、
国
・
地
方
の
公
共
事
業
実
施
者
に
特
定
不

況
業
種
離
職
者
の
雇
入
れ
の
促
進
に
つ
い
て
配
慮
す
る
よ
う
要
請
す
る
」
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　
働
特
定
不
況
産
業
安
定
臨
時
措
置
法
（
一
九
八
三
年
六
月
三
〇
日
ま
で
に
廃
止
さ
れ
る
）

　
通
産
省
に
よ
る
「
合
理
化
」
支
援
対
策
で
あ
る
。
　
「
特
定
不
況
産
業
」
と
し
て
次
の
五
業
種
が
指
定
さ
れ
た
。
①
平
炉
又
は
電
気
炉
を
使
用

す
る
普
通
鋼
の
鋼
塊
又
は
鋼
材
の
半
製
品
の
製
造
業
　
②
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
錬
業
　
③
合
成
繊
維
製
造
業
　
④
船
舶
製
造
業
　
⑤
そ
の
他
i

設
備
の
処
理
（
廃
棄
．
林
止
）
又
は
譲
渡
（
そ
の
後
の
廃
棄
を
条
件
と
す
る
）
を
行
う
こ
と
に
よ
り
そ
の
事
態
を
克
服
す
る
こ
と
が
国
民
経
済

の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
、
で
あ
る
。
通
産
大
臣
は
、
　
「
事
業
主
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ

の
申
出
を
し
た
者
の
数
が
当
該
製
造
業
を
営
む
者
の
す
べ
て
の
数
の
大
部
分
を
占
め
、
か
つ
、
そ
の
申
出
を
し
た
者
の
事
業
活
動
が
当
該
製
造

業
を
営
む
者
の
す
べ
て
の
事
業
活
動
の
大
部
分
を
占
め
る
場
合
に
限
り
、
当
該
製
造
業
に
つ
き
指
定
を
す
る
た
め
の
手
続
を
と
る
」
の
で
あ
っ

て
、
つ
ま
り
明
ら
か
に
大
企
業
対
策
な
の
で
あ
る
。
政
府
は
特
定
不
況
産
業
ご
と
に
、
①
設
備
の
処
理
方
法
　
②
設
備
の
新
増
設
の
制
限
・
禁

止
　
③
事
業
転
換
．
雇
用
対
策
、
を
盛
り
込
ん
だ
「
安
定
基
本
計
画
」
を
定
め
る
。
そ
し
て
事
業
者
の
自
主
的
な
努
力
に
よ
っ
て
は
基
本
計
画

の
実
施
が
見
込
ま
れ
な
い
場
合
に
は
、
通
産
大
臣
の
指
示
に
よ
っ
て
共
同
行
為
”
不
況
カ
ル
テ
ル
が
推
進
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
は
公
正
取

引
委
員
会
の
同
意
の
下
に
独
禁
法
の
適
用
が
除
外
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
ほ
か
に
「
特
定
不
況
産
業
信
用
基
金
」
の
設
立
が
謳
わ
れ
て
い
る
。

な
お
同
法
第
五
六
条
に
次
の
文
言
が
あ
る
一
「
都
道
府
県
知
事
は
、
安
定
基
本
計
画
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
設
備
の
処
理
そ
の
他
の
措
置
が
当

該
都
道
府
県
に
お
け
る
地
域
経
済
に
著
し
い
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
又
は
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
主
務
大
臣
に
対
し
、



意
見
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
」
。

　
こ
の
法
律
は
要
す
る
に
、
大
企
業
「
合
理
化
」
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
し
ょ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
た
と
え
〈
産
業
〉
政
策
で
ル

1
ル
に
従
っ
て
秩
序
整
然
と
「
合
理
化
」
が
進
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
自
体
が
逆
に
、
〈
地
域
〉
政
策
面
で
の
難
題
を
提
起
す
る
の

で
あ
る
。
か
く
て
不
況
く
産
業
v
対
策
は
不
況
〈
地
域
〉
対
策
に
発
展
・
拡
大
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
③
特
定
不
況
地
域
中
小
企
業
対
策
臨
時
措
置
法
（
一
九
八
一
二
年
六
月
三
〇
日
ま
で
に
廃
止
さ
れ
る
）

　
こ
こ
で
「
特
定
不
況
地
域
」
と
い
う
概
念
が
初
め
て
登
場
す
る
。
そ
し
て
同
法
案
は
「
企
業
城
下
町
法
案
」
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

「
特
定
不
況
業
種
」
が
政
令
に
よ
り
指
定
さ
れ
、
そ
れ
に
属
す
る
と
こ
ろ
の
地
域
経
済
の
く
城
主
v
が
「
特
定
事
業
所
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
。

そ
の
う
え
で
特
定
不
況
地
域
（
市
町
村
）
た
る
要
件
が
三
つ
掲
げ
ら
れ
た
。
要
約
す
れ
ば
　
①
特
定
事
業
所
に
お
い
て
事
業
の
廃
止
等
が
相
当

の
規
模
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
　
②
当
該
区
域
内
の
中
小
企
業
が
、
特
定
事
業
所
の
事
業
活
動
に
相
当
程
度
依
存
し
て
い
る
た
め
、
右
の
事
態

の
発
生
に
際
し
事
業
活
動
に
著
し
い
支
障
を
き
た
し
て
い
る
こ
と
　
③
雇
用
情
勢
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
要
件
に
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

な
う
地
域
と
し
て
特
定
不
況
地
域
三
〇
市
町
村
が
指
定
さ
れ
た
。
し
か
し
釜
石
は
こ
の
指
定
か
ら
漏
れ
た
。
鉄
鋼
が
ら
み
で
指
定
を
受
け
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

は
室
蘭
市
だ
け
で
あ
る
。

　
特
定
不
況
地
域
と
な
っ
た
市
町
村
の
長
は
、
各
中
小
企
業
者
に
つ
い
て
「
認
定
」
を
行
い
、
　
「
認
定
中
小
企
業
者
」
は
各
種
の
特
別
措
置
を

受
け
る
t
中
小
企
業
近
代
化
資
金
等
助
成
法
に
よ
る
貸
付
金
の
償
還
期
間
の
延
長
、
中
小
企
業
信
用
保
険
法
に
よ
る
特
定
不
況
地
域
関
係
保

証
の
特
例
、
認
定
中
小
企
業
者
に
つ
い
て
の
課
税
の
腎
例
－
。
ま
た
特
定
不
況
地
域
内
で
の
設
備
の
新
増
設
等
に
は
租
税
特
別
措
置
法
の
適

用
が
定
め
ら
れ
、
さ
ら
に
下
請
取
引
の
広
域
的
斡
旋
な
ら
び
に
そ
の
た
め
の
国
の
助
成
が
謳
わ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
同
法
第
二
条
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
　
「
関
係
地
方
公
共
団
体
は
、
国
の
施
策
と
相
ま
っ
て
、
中
小
企
業
の
経
営
の
安
定
そ
の
他

の
特
定
不
況
地
域
に
お
け
る
経
済
の
安
定
を
は
か
る
た
め
の
施
策
を
総
合
的
に
実
施
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
。
後
に
述
べ
る

　
　
　
一
特
定
不
況
地
域
対
策
と
地
方
自
治
体
t
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
五



　
　
　
一
特
定
不
況
地
域
対
策
と
地
方
自
治
体
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
六

よ
う
に
、
自
治
省
は
こ
の
間
、
　
「
特
定
不
況
地
域
に
お
け
る
経
済
の
安
定
を
は
か
る
た
め
の
」
　
「
総
合
的
」
施
策
の
立
法
化
に
尽
力
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
立
法
化
は
成
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
わ
ず
か
に
同
法
に
右
の
文
言
が
盛
ら
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ω
特
定
不
況
地
域
離
職
者
臨
時
措
置
法
（
廃
止
に
つ
い
て
は
右
に
同
じ
）

　
右
の
中
小
企
業
対
策
立
法
の
姉
妹
法
で
あ
る
。
こ
の
法
律
に
お
け
る
「
特
定
不
況
地
域
」
は
、
前
掲
法
に
定
め
る
特
定
不
況
地
域
お
よ
び
そ

の
近
隣
の
地
域
の
う
ち
か
ら
、
雇
用
情
勢
を
勘
案
し
て
労
働
大
臣
が
選
定
す
る
。
　
「
特
定
不
況
地
域
離
職
者
」
は
、
国
及
び
雇
用
促
進
事
業
団

に
よ
る
職
業
訓
練
。
職
業
紹
介
に
係
る
特
別
措
置
、
雇
用
保
険
の
給
付
延
長
、
雇
用
安
定
事
業
等
の
特
例
に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
る
一

　
な
お
「
公
共
事
業
へ
の
就
労
促
進
」
を
図
る
と
し
て
同
法
第
一
一
条
に
次
の
項
目
が
あ
る
。
　
「
労
働
大
臣
は
、
特
定
不
況
地
域
に
お
い
て
計

画
実
施
さ
れ
る
公
共
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
事
業
種
別
に
従
い
、
職
種
別
又
は
地
域
別
に
、
当
該
事
業
に
使
用
さ
れ
る
労
働
者
の
数
と
そ
の
う

ち
の
特
定
不
況
地
域
離
職
者
の
数
と
の
比
率
（
「
吸
収
率
」
）
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
吸
収
率
の
定
め
ら
れ
て
い
る
公
共
事
業
を
計
画
実
施

す
る
国
等
又
は
地
方
公
共
団
体
等
は
、
公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介
に
よ
り
、
常
に
吸
収
率
に
該
当
す
る
数
の
特
定
不
況
地
域
離
職
者
を
雇
い
入

れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

　
⑤
特
定
不
況
地
域
振
興
総
合
対
策
実
施
方
針

　
独
自
の
立
場
か
ら
の
不
況
地
域
立
法
を
断
念
し
た
自
治
省
が
、
将
来
に
お
け
る
立
法
化
の
含
み
を
残
し
な
が
ら
、
と
り
あ
え
ず
行
政
措
置
と

し
て
打
出
し
た
恰
好
に
こ
れ
は
な
っ
て
い
る
。
　
「
不
況
に
陥
っ
て
い
る
地
域
の
経
済
振
興
対
策
は
、
　
〔
前
掲
の
不
況
三
法
の
よ
う
な
〕
個
別
の

対
策
と
あ
わ
せ
て
、
地
域
に
お
け
る
総
合
的
な
行
政
主
体
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
、
地
域
の
実
態
に
即
し
、
総
合
的
か
つ
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

画
的
に
推
進
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
の
が
、
　
「
方
針
」
策
定
の
趣
旨
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
特
定
不
況
地
域
」
は
一
挙
に
拡
大
し
、
一

〇
三
地
域
一
八
一
市
町
村
に
及
ん
だ
。
そ
の
う
ち
鉄
鋼
が
ら
み
の
も
の
が
一
四
市
四
町
あ
る
。
す
な
わ
ち
室
蘭
市
、
小
樽
市
、
釜
石
市
、
高
岡

市
、
泉
州
（
岸
和
田
市
・
泉
大
津
市
・
貝
塚
市
・
和
泉
市
・
泉
南
市
・
熊
取
町
・
田
尻
町
・
阪
南
町
・
泉
佐
野
市
・
忠
岡
町
）
、
姫
路
市
、
直



方
市
、
豊
前
市
、
宇
土
市
が
そ
れ
だ
。

　
地
域
選
定
は
、
自
治
省
と
協
議
の
う
え
、
ま
た
該
当
市
町
村
長
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
、
都
道
府
県
知
事
が
行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

ら
に
知
事
は
管
内
の
各
特
定
不
況
地
域
に
つ
き
、
市
町
村
と
の
協
議
に
基
づ
い
て
「
特
定
不
況
地
域
振
興
総
合
対
策
要
綱
」
を
策
定
し
、
市
町

村
が
こ
れ
を
実
施
す
る
と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
。
自
治
省
は
こ
れ
に
対
し
行
財
政
上
の
措
置
を
講
じ
て
側
面
援
助
を
す
る
。
す
な
わ
ち
①
公
共

事
業
及
び
大
規
模
な
改
修
事
業
を
含
む
単
独
事
業
に
つ
い
て
地
方
債
の
弾
力
的
運
用
を
図
る
と
と
も
に
、
②
中
小
企
業
の
経
営
安
定
対
策
、
雇

用
安
定
対
策
、
地
域
経
済
の
構
造
改
善
対
策
等
に
係
る
財
政
需
要
に
つ
い
て
〔
地
方
交
付
税
に
お
け
る
〕
適
切
な
措
置
を
と
る
と
い
う
の
で

あ
る
。

　
こ
の
「
方
針
」
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
次
節
で
さ
ら
に
詳
し
く
見
る
。

　
さ
て
、
以
上
の
諸
立
法
お
よ
び
行
政
措
置
を
こ
こ
で
小
括
し
て
み
よ
う
。
い
わ
ゆ
る
構
造
不
況
の
進
行
の
も
と
で
急
激
な
業
界
の
再
編
・
合

理
化
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
産
業
政
策
に
よ
っ
て
通
産
省
が
こ
れ
を
援
護
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
他
方
で
不
況
と
合
理
化
は
、
と
り
わ
け

〈
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
的
地
域
産
業
構
造
〉
を
有
す
る
地
域
－
企
業
城
下
町
一
に
深
刻
な
地
域
問
題
を
惹
起
し
て
い
る
。
そ
こ
で
多
様
な
地
域
問

題
に
対
処
す
べ
く
、
中
小
企
業
庁
と
労
働
省
が
そ
れ
ぞ
れ
中
小
企
業
対
策
と
雇
用
対
策
に
乗
り
出
し
、
最
後
に
自
治
省
が
く
地
域
社
会
H
経
済

問
題
V
へ
の
総
合
的
対
応
を
掲
げ
て
登
場
す
る
。
か
く
て
第
1
図
に
示
す
よ
う
な
分
業
関
係
が
政
府
部
内
に
成
立
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
決
し
て
整
合
的
な
分
業
関
係
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
業
種
指
定
お
よ
び
地
域
指
定
の
差
異
に
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い

る
と
お
り
で
あ
る
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
多
分
に
く
矛
盾
を
は
ら
ん
だ
v
分
業
関
係
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
資
本
主
義
の
下
で
の
産
業
政
策
と
地

域
政
策
と
の
間
に
が
ん
ら
い
存
在
す
る
矛
盾
の
、
い
わ
ば
官
庁
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
ヘ
の
反
映
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

一
特
定
不
況
地
域
対
策
と
地
方
自
治
体
1

一
七
七



一
特
定
不
況
地
域
対
策
と
地
方
自
治
体
1

中小企業問題←対策（中小企業庁）

失業問題←対策（労働省）

「地域社会＝

　経済問題」←対策（自治省）

司
隔
題

の
誘
発

第1図　政策体系の模式図
し

，
　
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
的
地
域
産
業
構
造

一

ト
ー
1
ー
ー
ー
『
I
I
1
1

業
界
再
編
　
合
理
化

産業政策による援護（通産省）

二

一
七
八

総
合
的
地
域
政
策
に
関
す
る
自
治
官
僚

の
認
識

　
「
地
域
経
済
振
興
」
と
い
う
一
種
の
経
済
政
策
が
地
方
自
治
体
の
重
要

な
課
題
と
な
っ
た
背
景
に
つ
い
て
、
自
治
省
幹
部
は
次
の
よ
う
に
述
べ

（
7
）

る
。
高
度
成
長
の
終
息
と
と
も
に
地
域
経
済
問
題
に
質
的
な
転
換
が
訪
れ

た
。
す
な
わ
ち
①
地
域
間
所
得
格
差
問
題
は
必
ず
し
も
最
重
要
課
題
で
な

く
な
っ
た
　
②
国
民
が
よ
り
質
の
高
い
選
択
を
指
向
す
る
よ
う
に
な
っ
た

③
基
礎
資
材
型
重
化
学
工
業
の
地
位
が
低
下
し
加
工
組
立
型
製
造
業
部
門

や
第
三
次
産
業
が
拾
頭
・
躍
進
し
て
い
る
　
④
大
型
産
業
立
地
の
全
国
的

展
開
の
可
能
性
が
縮
小
し
た
　
⑤
大
都
市
圏
へ
の
人
口
の
流
入
が
鎮
静
し

地
方
圏
へ
の
回
帰
・
定
住
化
が
す
す
ん
で
い
る
。
か
く
て
「
地
域
経
済
問

題
の
焦
点
が
一
昔
前
の
工
業
導
入
に
よ
る
地
域
経
済
の
量
的
拡
大
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
ロ
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ

民
間
経
済
の
活
力
低
下
の
状
況
の
中
で
、
雇
用
・
生
産
構
造
の
高
度
化
．

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

多
■
様
化
を
確
保
す
る
と
い
う
地
域
経
済
の
質
的
向
上
へ
と
変
化
し
つ
つ
あ

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ゐ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
や

る
。
」
そ
こ
で
「
地
域
内
経
済
循
環
を
高
め
る
方
向
で
の
誘
導
・
助
成
政

策
を
強
化
し
、
各
地
域
が
主
体
的
・
能
動
的
に
域
内
・
域
外
の
市
場
に
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
や

き
か
け
て
ゆ
く
こ
と
が
可
能
な
自
立
一
性
あ
る
経
済
基
盤
の
確
立
に
努
め



る
」
と
い
う
の
が
地
域
経
済
振
興
の
一
般
的
方
向
性
で
あ
る
（
傍
点
筆
者
）
。
一
方
現
実
に
は
、
「
大
企
業
（
鉄
鋼
・
ア
ル
ミ
等
）
の
環
境
変
化

へ
の
適
応
の
比
較
的
円
滑
な
進
展
」
が
、
却
っ
て
地
域
問
題
を
激
化
さ
せ
る
と
い
う
事
態
が
広
範
に
生
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
態
に
対
応
し

う
る
者
は
．
「
地
域
に
お
け
る
唯
一
の
総
合
的
な
施
策
主
体
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
」
を
措
い
て
他
に
存
在
し
な
い
。
と
く
に
市
町
村
の
場
合
、

「
街
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
の
観
点
か
ら
総
合
的
な
地
域
整
備
の
一
環
と
し
て
産
業
基
盤
形
成
を
行
い
う
る
と
い
う
点
、
お
よ
び
事
業
規
模
に

限
度
は
あ
る
も
の
の
地
域
の
特
殊
性
を
最
大
限
に
活
用
し
た
独
創
的
な
単
独
施
策
を
行
い
う
る
点
が
国
や
都
道
府
県
と
異
る
特
色
で
あ
る
」
。

　
以
上
の
よ
う
な
諸
前
提
を
置
い
た
う
え
で
、
　
「
特
定
不
況
地
域
振
興
総
合
対
策
」
が
ど
の
よ
う
な
意
図
と
手
法
を
打
ち
出
し
て
い
る
か
を
次

　
　
ハ
　
ロ

に
見
よ
う
。
　
「
対
策
」
は
不
況
地
域
二
法
（
前
掲
㈲
と
㈲
）
へ
の
批
判
か
ら
出
発
す
る
。
1
「
地
域
対
策
と
い
う
見
地
か
ら
す
れ
ば
・
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
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ヤ
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う
　
ヤ
　
　
ヤ
　
ち
　
　
ヘ
　
ヤ
　
ヤ
　
う
　
ヤ
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
や

ら
の
対
策
に
は
、
例
え
ば
施
策
の
総
合
性
・
計
画
性
な
ど
に
つ
い
て
な
お
望
む
べ
き
点
も
あ
り
、
ま
た
、
法
律
に
基
づ
く
対
策
と
し
て
対
象
地

ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ

域
が
限
定
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
よ
う
な
悩
み
を
も
つ
多
く
の
地
方
公
共
団
体
の
要
望
に
応
え
得
な
い
面
も
あ
っ
た
。
何
分
と
も
不
況
地
域
二
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

は
緊
急
の
立
法
で
あ
り
、
総
合
的
・
計
画
的
対
策
を
広
範
に
展
開
す
る
た
め
に
必
要
な
シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
時
間
的
余
裕
も
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
…
…
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
自
治
省
は
、
法
律
に
基
づ
く
対
策
と
あ
わ
せ
て
、
よ
り
弾
力
的
な
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
い
わ
ゆ
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る
要
綱
に
よ
る
施
策
の
推
進
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
」
　
「
従
来
、
経
済
政
策
は
主
と
し
て
国
の
責
任
に
属
し
、
地
方
公
共
団
体
は
国
政
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ヤ
　
　
ヤ
　
　
や

の
一
翼
を
に
な
っ
て
、
業
種
対
策
や
雇
用
対
策
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
経
済
問
題
が
住
民
の
生
活
の
安
定
を
お
び
や
か
す
地
域
問
題
と
な

や
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や

っ
た
今
日
、
地
方
公
共
団
体
は
、
市
町
村
も
含
め
て
、
こ
れ
を
ひ
と
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
、
新
し
い
地
方
行
政
の
分
野
を
開
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
」
　
（
傍
点
筆
者
）
ー
ー
自
治
省
と
し
て
は
恰
好
の
活
躍
舞
台
を
得
た
と
い
う
べ
く
、
す
こ
ぶ
る
鼻
息
が
荒

い
。　

さ
て
こ
の
よ
う
な
課
題
を
帯
び
た
「
対
策
」
の
基
本
的
性
格
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
そ
れ
は
①
地
域
の
総
体
を
対
象
と
す
る
対
策
で
あ
る

こ
と
（
し
た
が
っ
て
広
範
な
行
政
分
野
に
亘
る
）
　
②
国
主
体
か
ら
地
方
公
共
団
体
主
体
へ
の
移
行
（
自
治
省
は
単
に
地
方
団
体
を
財
政
的
に
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支
持
し
、
技
術
的
に
支
援
す
る
に
と
ど
ま
る
）
　
③
地
域
の
経
済
対
策
す
な
わ
ち
総
合
的
な
施
策
と
し
て
推
進
さ
れ
る
必
要
の
あ
る
こ
と
（
施

策
の
総
合
化
を
実
現
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
成
）
　
④
計
画
に
基
づ
い
て
推
進
さ
れ
る
べ
き
こ
と
（
計
画
過
程
に
お
け
る
調
整
．
プ
ロ
グ
ラ
ム

化
）
、
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
重
要
な
役
割
を
担
う
の
が
「
特
定
不
況
地
域
振
興
総
合
対
策
要
綱
」
だ
。
自
治
省
の
「
対
策
」
は
コ
方
で
当
面

の
危
機
を
克
服
す
る
た
め
の
緊
急
の
対
策
を
講
じ
つ
つ
、
さ
ら
に
進
ん
で
経
済
構
造
の
改
新
を
含
む
総
合
的
な
地
域
づ
く
り
へ
と
発
展
し
て
ゆ

こ
う
と
い
う
意
図
を
も
っ
て
い
る
」
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
「
要
綱
」
も
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
を
持
っ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

将
来
的
に
は
「
要
綱
」
を
さ
ら
に
整
備
し
、
　
「
ひ
と
つ
の
計
画
シ
ス
テ
ム
と
し
て
定
着
さ
せ
る
」
“
「
計
画
手
法
の
開
発
」
と
い
う
、
重
要
な

課
題
が
提
起
さ
れ
る
。
そ
し
て
全
体
と
し
て
「
経
済
問
題
の
実
体
を
解
明
し
、
政
策
に
指
針
を
与
え
、
方
法
論
を
確
立
す
る
こ
と
」
U
「
地
域

経
済
対
策
の
新
し
い
行
政
戦
略
の
形
成
」
が
展
望
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
自
治
省
の
こ
う
し
た
認
識
の
評
価
に
つ
い
て
は
後
の
節
で
述
べ
る
が
、
一
点
だ
け
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
自
治
体
行
政
の
総
合
的
．

計
画
的
な
推
進
”
計
画
行
政
の
手
法
に
つ
い
て
は
、
既
に
「
基
本
構
想
」
の
策
定
と
い
う
形
で
各
市
町
村
に
お
い
て
軌
道
が
敷
か
れ
て
い
る
べ

き
事
柄
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
こ
で
改
め
て
、
　
「
要
綱
」
を
計
画
シ
ス
テ
ム
と
し
て
定
着
さ
せ
る
と
い
っ
た
「
計
画
手
法
の
開
発
」
が
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提
起
さ
れ
る
所
以
は
、
い
っ
た
い
何
で
あ
る
の
か
。
従
来
の
「
基
本
構
想
」
型
計
画
手
法
に
代
わ
る
新
た
な
計
画
手
法
と
し
て
そ
れ
は
提
起
さ
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や

れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
地
域
経
済
政
策
と
い
う
新
し
い
行
政
分
野
の
登
場
に
対
応
し
た
部
分
計
画
手
法
と
し
て
そ
れ
は
意
識
さ
れ
て
い
る

の
か
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。
が
、
少
く
と
も
「
新
し
い
計
画
手
法
」
開
発
の
契
機
と
し
て
そ
れ
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
以
上
は
、
従
来
の

行
政
計
画
の
は
ら
ん
で
い
る
基
本
的
欠
陥
を
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
矯
正
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
矯
正
し
得
て
い
る
の
か
が
、
問
わ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
を
、
釜
石
市
を
素
材
に
し
て
考
察
す
る
の
が
本
稿
の
趣
旨
な
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
国
会
に
お
け
る
論
議
の
な
か

か
ら
不
況
地
域
対
策
を
め
ぐ
る
諸
論
点
を
摘
出
し
、
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。



三
　
不
況
地
域
対
策
の
立
法
過
程
－
両
院
商
工
委
員
会
会
議
録
か
ら

　
「
特
定
不
況
地
域
中
小
企
業
対
策
臨
時
措
置
法
」
が
国
会
の
場
に
お
け
る
ど
の
よ
う
な
議
論
を
経
て
成
立
し
た
か
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
一

連
の
地
域
立
法
お
よ
び
行
政
措
置
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
浮
彫
り
に
す
る
の
が
本
節
の
趣
旨
で
あ
る
。
　
（
引
用
中
の
傍
点
は
す
べ
て
筆
者
。
発
言

は
順
不
同
で
構
成
し
て
あ
る
。
）

口口

驪
ﾆ
合
理
化
と
の
関
連
に
つ
い
て

河
本
敏
夫
（
通
商
産
業
大
臣
）
「
前
国
会
で
成
立
を
い
た
し
ま
し
た
構
造
不
況
に
対
す
る
法
律
〔
特
定
不
況
産
業
安
定
臨
時
措
置
法
〕
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
設
備
を
廃
棄
す
る
場
合
に
は
お
の
ず
か
ら
手
続
き
が
決
ま
っ
て
お
り
ま
し
て
、
．
安
定
基
本
計
画
と
い
う
も
の
を
つ
く
り
ま
し
て
、
そ
れ
に
従
っ
て
や

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
一
定
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
進
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
…
。
」

工
藤
晃
議
員
「
い
ま
の
円
高
・
長
期
不
況
の
実
態
を
見
ま
す
と
、
こ
れ
を
本
当
に
打
開
す
る
に
は
、
そ
れ
こ
そ
日
本
の
高
度
成
長
期
を
通
じ
て
つ
く
り
上
げ

ら
れ
た
経
済
構
造
そ
の
も
の
に
触
れ
る
よ
う
な
抜
本
的
な
対
策
が
な
け
れ
ば
効
果
が
上
が
ら
な
い
－
…
こ
う
い
う
方
向
の
政
策
へ
転
換
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
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や

と
あ
わ
せ
て
、
こ
う
い
う
地
域
的
な
政
策
も
と
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
…
…
。
」
　
「
第
一
に
、
大
企
業
が
人
を
減
ら
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
何
か
特
定
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ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

不
況
業
種
の
大
企
業
が
ど
ん
ど
ん
人
減
ら
し
を
や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
か
ら
第
二
に
、
中
小
企
業
〔
の
雇
用
〕
の
方
が
む
し
ろ
ふ
え
て
い
る
と

き
、
最
も
急
速
に
い
ま
だ
に
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
る
部
門
も
含
め
て
総
体
的
・
絶
対
的
に
人
減
ら
し
を
進
め
て
い
る
。
」
　
「
し
か
も
そ
の
規
模
た
る
や
、

一
年
間
に
〔
従
業
員
〕
千
人
以
上
〔
の
大
企
業
〕
で
一
四
万
人
と
い
う
と
、
五
三
年
度
予
算
公
共
事
業
で
直
接
の
雇
用
効
果
と
し
て
昨
年
に
比
べ
て
一
七
万

人
雇
用
を
ふ
や
す
の
だ
と
い
う
の
が
公
共
事
業
推
進
本
部
の
発
表
し
た
数
字
で
あ
り
ま
す
が
、
国
が
膨
大
な
予
算
を
つ
ぎ
込
ん
で
計
画
的
に
一
七
万
人
ふ
や

す
施
策
を
と
っ
て
い
る
か
た
わ
ら
、
大
企
業
の
方
は
一
四
万
人
も
ど
ん
ど
ん
減
ら
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
対
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
ら
あ
た
り
の
問
題
を

取
り
上
げ
な
け
れ
ば
幾
ら
不
況
対
策
を
や
っ
て
も
、
あ
る
い
は
地
域
的
に
い
ろ
い
ろ
な
対
策
を
と
っ
て
も
、
結
局
は
よ
く
な
っ
て
い
か
な
い
の
で
は
な
い
か

　
　
1
特
定
不
況
地
域
対
策
と
地
方
自
治
体
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
一



　
1
特
定
不
況
地
域
対
策
と
地
方
自
治
体
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

…
。
」
　
「
仮
に
海
外
り
人
員
を
国
内
の
人
員
で
割
っ
た
数
を
海
外
雇
用
係
数
と
い
う
呼
び
方
で
呼
ぶ
な
ら
ば
、
六
六
社
〔
東
証
一
部
上
場
企
業
か
ら
資
料
的

制
約
内
で
抽
出
〕
の
う
ち
五
五
社
ま
で
が
海
外
雇
用
係
数
を
ふ
や
し
て
お
り
ま
す
し
、
こ
の
係
数
が
二
〇
％
以
上
の
会
社
と
い
う
の
は
一
一
社
か
ら
二
五
社
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ヘ
と
い
う
ふ
う
に
ふ
え
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
大
企
業
の
人
減
ら
し
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
世
界
の
大
企
業
．
多
国
籍
企
業
に
な
っ
て

ヤ
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ヤ
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い
こ
う
と
い
う
経
営
戦
略
の
転
換
に
伴
っ
て
や
っ
て
い
る
。
」

大
永
勇
作
（
通
産
省
基
礎
産
業
局
長
）
　
「
新
日
鉄
は
年
初
来
、
社
内
で
合
理
化
の
検
討
を
や
っ
て
お
り
ま
す
が
、
現
段
階
で
は
ま
だ
結
論
は
出
て
な
い
と
い
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う
ふ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
、
私
企
業
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
鉄
鋼
業
も
今
後
の
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
や
は
り
社
内
に
お
け
る
合
理
化
を
あ
る
程

度
進
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
際
、
地
域
経
済
と
か
あ
る
い
は
雇
用
に
与
え
る
影
響
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
は

憐
蚤
b
配
慮
ひ
事
．
～
ぎ
慰
み
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
点
に
つ
い
て
従
来
か
ら
会
社
に
そ
の
よ
う
に
申
し
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
地
域

経
済
あ
る
い
は
労
働
面
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
慎
重
な
配
慮
を
し
な
が
ら
合
理
化
を
進
め
る
よ
う
申
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」

図
地
域
指
定
に
つ
い
て

左
近
友
三
郎
（
中
小
企
業
庁
長
官
）
　
〔
合
理
化
が
目
前
に
予
定
さ
れ
て
い
る
釜
石
は
指
定
さ
れ
な
い
の
か
と
問
わ
れ
て
〕
　
「
…
し
た
が
い
ま
し
て
、
将
来
そ

う
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
事
態
に
つ
き
ま
し
て
は
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
も
十
分
に
こ
の
事
態
を
監
視
す
る
と
い
い
ま
す
か
、
注

視
す
る
と
い
い
ま
す
か
、
よ
く
見
な
が
ら
、
い
ま
の
わ
り
あ
い
広
い
概
念
で
あ
り
ま
す
事
業
の
廃
止
が
起
こ
っ
た
と
き
に
機
を
失
せ
ず
や
っ
て
い
く
、
も
ち

ろ
ん
そ
の
と
き
の
雇
用
の
状
態
を
勘
案
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
わ
れ
わ
れ
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
事
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ヤ

前
の
準
備
は
い
た
し
て
お
き
ま
ず
け
れ
ど
も
、
実
際
の
指
定
は
や
は
り
事
業
の
廃
止
等
と
い
う
も
の
が
あ
る
程
度
実
現
化
し
た
と
き
に
指
定
を
い
た
し
た
い

と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
釜
石
の
場
合
が
ど
う
い
う
こ
と
に
当
た
る
か
、
実
は
私
の
方
も
も
う
少
し
調
査
を
し
て
み
な
い
と
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
現
在
で
も
、
鉄
鋼
業
全
体
と
し
て
は
高
炉
の
休
止
と
か
何
か
や
っ
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
現
在
の
時
点
で
釜
石
に
設
備
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の
操
業
の
休
止
ど
い
う
よ
う
な
事
態
が
あ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
そ
の
要
件
は
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
ほ
か
の
要
件

が
一
致
す
る
か
は
、
ま
た
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
」
　
「
相
当
程
度
の
依
存
と
い
う
の
は
、
大
体
そ
の
地
域
の
工
業
出
荷
額
な
い
し
地
域
の
雇
用
者



の
中
に
占
め
る
そ
う
い
う
特
定
事
業
所
の
出
荷
額
と
か
、

的
に
は
処
置
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
」

あ
る
い
は
従
業
員
の
比
率
が
三
分
の
一
以
上
で
あ
れ
ば
こ
の
対
象
に
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
行
政

㈹
企
業
誘
致
に
つ
い
て

伊
勢
谷
三
樹
郎
（
通
産
省
立
地
公
害
局
長
）
　
「
や
は
り
基
本
的
に
は
、
落
ち
込
ん
で
い
っ
た
中
核
企
業
に
か
わ
る
べ
き
企
業
を
そ
こ
へ
持
っ
て
い
く
と
い
う

こ
と
が
何
よ
り
も
そ
の
地
域
の
向
上
に
役
立
つ
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」
　
「
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
工
配
法
に
お
き
ま
し
て
誘
導
地
域
へ
の
企
業
の

導
入
と
い
う
こ
と
で
経
験
が
．
こ
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
措
置
で
万
全
を
期
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
」

後
藤
茂
議
員
「
つ
ま
り
そ
の
対
策
と
し
て
は
、
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
と
、
工
業
再
配
置
促
進
費
の
補
助
金
の
使
用
だ
と
か
、
あ
る
い
は
工
業
開
発
指
導
員

の
派
遣
だ
と
か
、
あ
る
い
は
開
銀
だ
と
か
北
東
公
庫
等
の
地
域
開
発
融
資
の
活
用
と
か
い
う
こ
と
を
国
進
め
な
が
ら
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
う
で
し
ょ
う

か
。
」
　
〔
政
府
答
弁
一
そ
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
〕

原
田
稔
（
通
産
省
大
臣
官
房
審
議
官
）
「
今
回
の
こ
の
不
況
地
域
の
対
象
地
域
が
こ
の
誘
導
地
域
に
合
致
す
る
場
合
に
は
補
助
金
が
出
る
、
こ
う
い
う
こ
と

に
な
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
御
指
摘
の
一
六
地
域
の
う
ち
ど
の
程
度
が
誘
導
地
域
に
該
当
す
る
か
と
い
う
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
約
半
分
の
八
地
域
が
誘
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ヤ

導
地
域
に
該
当
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
」
　
「
不
況
地
域
だ
か
ら
と
い
っ
て
直
ち
に
誘
導
地
域
に
や
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
や
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は
り
工
業
再
配
置
の
思
想
自
身
に
混
乱
を
生
ず
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
宅
の
意
味
で
補
助
金
は
出
な
い
わ
け
で
．
こ
ざ
い
ま
す

が
、
た
だ
し
、
私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
そ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
ま
し
て
こ
の
企
業
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
は
い
ろ
い
ろ
な
手
段
を
通
じ
て
全
力
を
挙

げ
て
ま
い
り
た
い
。
」

工
藤
晃
議
員
「
工
場
新
増
設
の
促
進
と
い
う
こ
と
で
、
ど
う
や
ら
通
産
省
の
方
は
工
業
再
配
置
促
進
補
助
金
の
活
用
な
ど
を
考
え
て
お
ら
れ
る
よ
う
だ
け
れ

ど
も
、
実
際
こ
の
工
場
誘
致
促
進
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
五
〇
年
代
、
六
〇
年
代
、
七
〇
年
代
に
か
け
て
い
ろ
い
ろ
多
く
の
問
題
が
あ
っ
た

わ
け
で
あ
り
ま
す
。
新
産
都
市
な
ど
は
ず
い
ぶ
ん
大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
誘
致
す
る
と
い
う
場
合
、
や
は
り
そ
こ
の
地

元
の
雇
用
を
ふ
や
す
と
か
、
労
働
条
件
の
悪
化
を
も
た
ら
さ
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
公
害
産
業
な
ら
御
免
だ
と
い
う
こ
と
が
住
民
と
し
て
意
思
表
示
で
き
る
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1
特
定
不
況
地
域
対
策
と
地
方
自
治
体
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
四

よ
う
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
無
条
件
に
と
も
か
く
そ
こ
へ
行
く
企
業
は
国
が
助
成
す
る
と
い
う
こ
と
だ
と
、
ま
た
五
〇
年
代
、
六
〇
年
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代
、
七
〇
年
代
の
こ
れ
ま
で
の
期
間
の
誤
ち
を
犯
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
…
…
せ
め
て
市
町
村
が
申
し
出
た
も
の
に
限
り
と
い
っ
た
よ
う
な
限
定

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
や

を
設
け
て
、
そ
れ
に
国
が
い
ろ
い
ろ
助
成
を
行
う
と
い
う
内
容
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
」

④
金
融
措
置
に
つ
い
て

左
近
友
三
郎
「
こ
の
法
案
の
4
条
の
資
金
確
保
規
定
に
よ
り
ま
す
具
体
的
内
容
は
、
政
府
系
中
小
企
業
金
融
三
機
関
に
よ
る
特
定
不
況
地
域
中
小
企
業
対
策

緊
急
融
資
制
度
〔
九
月
四
日
か
ら
実
施
中
〕
で
．
こ
ざ
い
ま
し
て
…
」
　
「
認
定
に
よ
っ
て
受
け
ま
す
優
遇
措
置
の
う
ち
で
金
融
関
係
の
も
の
に
つ
き
ま
し
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
金
融
関
係
で
、
た
と
え
ば
中
小
企
業
金
融
公
庫
な
り
何
な
り
は
本
来
そ
の
貸
し
付
け
な
ら
貸
し
付
け
の
事
業
範
囲
が
決
ま
っ
て
お
り
ま
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す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
貸
し
付
け
の
事
業
範
囲
か
ら
外
れ
る
も
の
は
実
は
こ
の
恩
恵
は
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
中
小
企
業
金

融
公
庫
、
国
民
金
融
公
庫
等
の
内
容
を
見
ま
す
と
、
大
体
の
業
種
は
入
る
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
風
俗
営
業
と
い
う
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
は
対
象
に
な
っ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」
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西
中
清
議
員
「
た
と
え
ば
金
利
の
安
い
融
資
を
す
る
、
そ
う
い
う
措
置
を
と
っ
た
と
し
て
も
、
仕
事
が
な
け
れ
ば
先
行
き
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
し
、
借
り
た
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や

お
金
の
使
い
よ
う
も
な
い
。
一
言
に
し
て
い
え
ば
こ
れ
が
実
際
の
現
実
の
姿
で
は
な
い
か
。
」

⑥
下
請
対
策
に
つ
い
て
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安
武
洋
子
議
員
「
本
法
で
中
小
企
業
の
対
策
が
行
わ
れ
る
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
で
、
大
企
業
は
よ
り
安
心
し
て
下
請
の
切
り
捨
て
な
ど
や
っ
て
よ
い
と
い
う

懸
⑰
廊
か
い
ひ
ど
は
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
…
。
」
　
「
大
変
不
安
に
お
の
の
い
て
お
り
ま
す
下
請
中
小
企
業
あ
る
い
は
関
係
自
治
体
に
対
し

て
、
合
理
俗
諦
画
塾
事
前
b
跡
譲
歩
ひ
よ
う
御
指
導
な
さ
る
必
要
が
あ
る
ん
で
は
な
か
ろ
う
か
。
」
　
「
全
国
的
に
見
て
み
ま
す
と
、
下
請
取
引
あ
っ
せ
ん
の

う
ち
成
立
件
数
と
い
い
ま
す
の
は
五
一
年
度
で
は
二
六
％
で
す
。
そ
れ
か
ら
五
二
年
度
で
は
二
六
．
九
％
で
す
。
－
…
こ
の
よ
う
に
大
変
成
立
が
少
の
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
成
立
が
こ
う
い
う
ふ
う
に
と
て
も
少
な
い
と
い
う
の
は
、
総
合
的
な
中
小
企
業
指
導
が
で
き
な
い
よ
う
な
人
員
不
足
、
こ
れ
が
大
き
な



原
因
で
ご
ざ
い
ま
す
…
。
」

左
近
友
三
郎
「
現
在
の
下
請
企
業
振
興
協
会
の
人
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
国
で
指
導
員
が
一
八
九
名
、
指
導
補
助
員
が
八
五
名
、
計
二
七
四
名
で
や
っ
て

お
り
ま
す
が
、
御
指
摘
の
と
お
り
、
だ
ん
だ
ん
あ
っ
せ
ん
を
広
範
に
や
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
な
か
な
か
こ
の
人
員
で
は
足
り
な
い
と
い
う
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
し
て
…
。
」

㈲
公
共
事
業
の
活
用
に
つ
い
て

永
田
良
雄
（
建
設
大
臣
官
房
会
計
課
長
）
　
「
中
小
企
業
の
受
注
機
会
の
確
保
に
つ
き
ま
じ
て
は
、
私
ど
も
建
設
省
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
年
度
当
初
か
ら
次

官
通
達
を
出
し
ま
し
て
藁
潔
歎
蒙
す
る
と
ぢ
こ
と
と
か
・
あ
る
潅
審
発
穿
る
と
ぢ
こ
と
と
か
、
あ
る
い
は
寄
暮
露
、
い
わ
ゆ

る
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
利
用
し
て
、
で
き
る
だ
け
中
小
企
業
が
受
注
す
る
機
会
を
多
く
す
る
よ
う
な
努
力
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、

不
況
地
域
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
ほ
ど
御
答
弁
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
不
況
対
策
に
な
る
よ
う
に
公
共
事
業
に
つ
い
て
優
先
的
に
特
別
に
配
分
す
る
と

い
う
こ
と
で
、
公
共
団
体
と
相
談
し
て
や
っ
て
お
り
ま
す
。
」

工
藤
晃
議
員
「
た
と
え
ば
広
島
県
の
殴
島
卦
極
み
外
で
も
、
す
で
に
一
〇
〇
億
円
超
え
る
契
約
が
行
わ
れ
て
お
る
段
階
で
、
地
元
の
広
島
の
業
者
に
行
っ
た

部
分
は
一
〇
％
に
も
満
た
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
」
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金
子
憲
五
（
自
治
大
臣
官
房
企
画
室
長
）
「
地
元
に
お
い
て
離
職
者
の
吸
収
に
役
立
つ
単
独
事
業
、
こ
れ
は
一
般
に
申
し
上
げ
ま
し
て
、
公
共
事
業
〔
補
助

事
業
〕
よ
り
も
労
働
力
の
使
用
率
が
高
い
あ
る
い
は
地
元
に
お
い
て
資
材
の
調
達
率
が
高
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
直
接
あ
る
い
は
間
接
に
雇
用
面
に
い

い
影
響
を
及
ぼ
す
効
果
を
持
っ
て
お
る
か
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
…
・
：
。
」

ω
財
政
措
置
に
つ
い
て

長
田
武
士
議
員
「
自
民
党
と
新
自
由
ク
ラ
ブ
の
協
議
で
ま
と
ま
っ
た
五
三
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て
の
合
意
事
項
の
中
に
…
…
次
の
項
目
が
あ
る
わ
け
で
あ

り
ま
す
。
す
な
わ
ち
そ
の
一
つ
は
・
『
特
定
不
況
地
域
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
二
八
地
域
を
め
ど
と
す
る
。
』
二
つ
目
は
『
特
定
不
況
地
域
に
対
す
る
公
共
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事
業
の
傾
斜
配
分
に
つ
い
て
、
そ
の
規
模
を
三
五
〇
億
円
程
度
と
し
、
関
連
地
方
公
共
団
体
の
裏
負
担
に
つ
い
て
は
、
特
別
交
付
税
等
で
措
置
す
る
。
」

金
子
憲
五
「
可
能
な
限
り
地
方
公
共
団
体
が
単
独
事
業
あ
る
い
は
維
持
修
繕
事
業
を
進
め
る
よ
う
慫
慂
い
た
し
ま
す
と
同
時
に
、
鈴
要
加
地
か
働
措
置
を
講

じ
て
ま
い
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
不
況
対
策
・
景
気
対
策
を
含
め
ま
し
て
、
単
独
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
回
の
総
合
経

済
対
策
の
中
で
二
七
〇
〇
億
円
ほ
ど
の
地
方
債
計
画
の
改
定
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
」

原
田
稔
「
御
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
固
定
資
産
税
で
す
と
か
、
あ
る
い
は
不
動
産
取
得
税
の
問
題
で
す
と
か
、
そ
う
い
う
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
た
と
え
ば
低

開
発
地
域
促
進
法
で
す
と
か
、
あ
る
い
は
過
疎
地
域
に
つ
い
て
の
立
法
で
す
と
か
、
あ
る
い
は
新
産
都
市
で
す
と
か
、
そ
う
い
う
地
域
に
つ
き
ま
し
て
は
そ

う
い
う
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
度
の
こ
の
た
と
え
ば
一
六
地
域
に
限
っ
て
見
ま
す
と
、
そ
う
い
う
地
域
は
大
体
ほ
か
の
地
域
立
法
の
対
象
に
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な
っ
て
い
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
一
六
地
域
の
う
ち
私
の
い
ま
の
計
算
で
は
二
二
地
域
ぐ
ら
は
そ
う
い
う
地
方
税
の
特
別
措
置
の
対
象
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
の
が
実
態
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」

圖
自
治
省
の
対
応
・
対
策
に
つ
い
て

金
子
憲
五
「
自
治
省
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
不
況
地
域
対
策
と
し
て
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
総
合
的
な
計
画
を
立
て
る
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
国
が
各
種
の

援
助
措
置
を
講
ず
る
と
い
う
こ
と
を
内
容
と
し
た
法
案
に
つ
き
ま
し
て
準
備
作
業
を
し
て
お
っ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
陣
容
心
外
ぎ
恥
い
で
各
省
応
問
偽
お

や
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
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き
ま
し
て
調
整
が
十
分
と
り
切
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
し
て
、
時
間
の
都
合
も
あ
り
、
今
国
会
に
提
出
を
見
送
る
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
」
　
「
私
ど
も
で
今
回
不
況
対
策
と
し
て
立
法
作
業
を
し
て
お
り
ま
し
た
中
身
は
、
法
律
事
項
は
税
に
か
か
わ
り
ま
す
交
付
税
措
置
で
ご
ざ
い
ま

し
て
、
そ
の
他
は
現
行
制
度
の
中
で
も
可
能
な
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
た
だ
、
立
法
措
置
を
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
理
由
は
、
地
方
公
共
団
体
が
総
合

的
な
対
策
を
講
ず
る
に
つ
き
ま
し
て
は
、
や
は
り
総
合
的
計
画
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
、
な
お
そ
れ
に
つ
き
ま
し
て
関
係
省
庁
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
、

こ
の
よ
う
に
考
え
た
わ
け
で
す
。
」

働
今
後
の
方
向
に
つ
い
て



矢
野
俊
比
古
（
通
産
省
産
業
政
策
局
長
）
「
私
ど
も
の
方
の
通
商
産
業
省
と
い
う
立
場
に
お
き
ま
す
と
、
い
わ
ば
通
商
あ
る
い
は
産
業
と
い
う
も
の
の
範
囲

が
ご
ざ
い
ま
す
し
、
そ
う
い
う
点
か
ら
取
っ
か
か
り
と
い
う
も
の
を
求
め
て
、
そ
の
発
展
が
地
域
経
済
全
体
あ
る
い
は
地
域
社
会
と
い
う
も
の
を
早
く
言
え

ば
安
定
あ
る
い
は
振
興
し
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
方
向
に
結
び
つ
け
ざ
る
を
得
な
い
と
思
う
の
で
す
。
そ
の
問
に
お
き
ま
し
て
、
先
ほ
ど
ご
指
摘
の
あ
り
ま

し
た
自
治
省
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
関
係
各
省
、
労
働
問
題
等
も
入
り
ま
す
れ
ば
当
然
労
働
省
も
入
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
う
い
う
ふ
う
な
も
の
と
の
調
整
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と
い
う
も
の
が
十
分
に
尽
く
さ
れ
、
政
府
部
内
で
十
分
な
論
議
が
尽
く
さ
れ
た
上
で
そ
う
い
う
方
向
づ
け
も
固
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
少
な
く
と
も
そ
の
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素
地
だ
け
の
勉
強
は
、
実
は
こ
れ
か
ら
一
九
八
○
年
代
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
進
め
て
い
こ
う
と
い
う
作
業
に
入
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
作
業
の
中
で
生

か
い
で
い
ぎ
だ
い
㌔
こ
う
考
え
て
お
り
ま
す
。
」

四
　
特
定
不
況
地
域
対
策
を
め
ぐ
る
理
論
問
題

　
以
上
の
数
節
に
よ
り
、
政
府
の
不
況
地
域
対
策
の
体
系
・
性
格
お
よ
び
そ
の
中
で
の
自
治
省
の
「
対
策
」
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
概
ね
明
ら

か
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。
釜
石
地
域
で
の
そ
の
具
体
的
展
開
を
跡
づ
け
る
前
に
、
若
干
の
理
論
問
題
と
し
て
そ
れ
ら
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　
第
一
に
、
特
定
不
況
地
域
政
策
の
由
来
に
つ
い
て
で
あ
る
。
今
回
の
特
定
不
況
地
域
立
法
は
、
プ
九
三
四
年
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
制
定
さ
れ

た
9
8
邑
》
話
霧
＞
9
（
特
別
地
帯
法
と
邦
訳
さ
れ
る
）
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
九
三
C
年
代
世
界
恐
慌
に
よ

る
旧
基
幹
産
業
（
石
炭
・
繊
維
・
造
船
・
鉄
鋼
な
ど
）
の
没
落
が
、
早
く
も
産
業
都
市
の
地
盤
沈
下
を
ひ
き
起
こ
し
、
局
地
的
に
著
し
い
失
業

の
発
生
を
も
た
ら
し
た
の
に
対
応
し
て
、
産
業
救
済
政
策
と
並
ら
ん
で
初
め
て
全
国
的
な
産
業
立
地
政
策
を
内
容
と
す
る
地
域
政
策
理
論
の
発

展
を
見
切
。
と
こ
ろ
が
日
本
の
場
合
は
、
地
域
間
所
得
格
差
の
是
正
策
と
銘
打
っ
て
展
開
さ
れ
た
産
業
立
地
政
策
が
ま
ず
先
行
し
、
そ
れ
が

く
城
下
町
v
的
地
域
産
業
構
造
を
各
地
に
作
り
出
し
構
造
不
況
に
伴
う
地
域
問
題
発
生
の
因
を
な
す
、
と
い
う
逆
の
順
序
を
と
る
傾
き
が
あ
る

（
も
っ
と
も
釜
石
の
よ
う
な
戦
前
か
ら
の
旧
い
企
業
都
市
や
漁
業
等
の
地
場
産
業
都
市
は
そ
う
で
は
な
い
が
）
。
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
は
特
定
不
況

地
域
問
題
発
生
の
い
わ
ば
く
先
進
国
型
V
で
あ
り
、
我
が
国
の
場
合
は
そ
の
〈
後
進
国
型
一
〉
を
示
す
も
の
と
特
徴
づ
け
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
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は
あ
る
ま
い
か
。

　
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
不
況
地
域
政
策
が
地
方
自
治
体
の
再
編
成
ー
ー
広
域
行
政
・
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
ー
の
問
題
と
結
び
つ
い
て
い
た
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
n
）

実
は
、
今
日
の
我
が
国
に
お
い
て
も
同
様
の
方
法
が
指
向
さ
れ
て
い
る
点
に
鑑
み
て
き
わ
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
産
業
政
策
と
地
域
政
策
と
の
関
連
を
ど
う
と
ら
え
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
特
定
不
況
立
法
に
お
い
て
存
在
す
る
の
は
、
単
に

産
業
政
策
目
業
種
指
定
対
策
、
地
域
政
策
”
地
域
指
定
対
策
と
い
う
区
別
以
上
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
地
域
政
策
は
、
産
業
政
策
一
－
企

業
「
合
理
化
」
の
円
滑
な
推
進
－
f
i
が
地
域
に
及
ぼ
す
打
撃
の
緩
衝
装
置
の
役
目
を
担
わ
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
い
わ
ば
「
合
理
化
」
に

伴
う
社
会
的
費
用
の
負
担
を
公
費
で
肩
替
り
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
会
の
論
議
の
中
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
雇
用
対

策
や
中
小
企
業
対
策
が
企
業
「
合
理
化
」
を
側
面
か
ら
援
助
・
促
進
す
る
こ
と
に
な
り
、
か
く
て
地
域
政
策
は
産
業
政
策
に
全
く
従
属
し
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
資
本
主
義
経
済
体
制
下
で
は
、
地
域
政
策
は
産
業
政
策
に
従
属
す
る
動
か
し
難
い
傾
向
を
も
っ
て
い
る
。
と
い
う
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よ
り
む
し
ろ
、
従
来
の
い
わ
ゆ
る
地
域
政
策
と
は
、
産
業
政
策
の
立
地
政
策
側
面
を
そ
の
よ
う
に
呼
称
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
言
っ
た

方
が
正
確
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
地
域
開
発
は
結
局
産
業
開
発
で
し
が
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
自
治
省
が
く
観
念
的
に
v
志
向
し
て
い
る
地
域
振
興
総
合
対
策
は
、
右
の
も
の
と
は
明
ら
か
に
性
格
を
異
に
す
る
。

そ
れ
は
、
い
わ
ば
地
方
自
治
体
が
主
体
と
な
っ
た
〈
地
域
産
業
政
策
〉
の
追
求
で
あ
る
。
が
、
地
域
政
策
と
産
業
政
策
と
を
、
言
葉
の
上
で
融

合
さ
せ
て
み
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
こ
に
た
だ
ち
に
実
体
が
生
ま
れ
る
わ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
殊
に
釜
石
市
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
企
業
城

下
町
で
は
、
そ
の
よ
う
な
も
の
が
実
体
を
も
ち
得
る
基
盤
は
き
わ
め
て
乏
七
い
。
1
と
は
言
え
、
自
治
省
の
打
ち
出
し
た
地
域
政
策
の
理
念

と
方
法
は
、
そ
れ
と
し
て
見
れ
ば
き
わ
め
て
妥
当
な
面
を
多
く
も
っ
て
い
る
。

　
第
三
に
問
題
に
な
る
の
は
、
一
連
の
地
域
対
策
の
中
で
の
鉄
鋼
業
の
位
置
で
あ
る
。
釜
石
は
な
ぜ
通
産
省
に
よ
る
特
定
不
況
地
域
指
定
か
ら

外
さ
れ
た
か
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
治
省
は
な
ぜ
釜
石
を
特
定
不
況
地
域
に
指
定
し
た
か
。
一
地
域
指
定
を
め
ぐ
る
前
掲
の
政
府
委
員
の



答
弁
の
な
か
で
、
釜
石
に
つ
い
て
「
そ
の
ほ
か
の
要
件
が
一
致
す
る
か
は
、
ま
た
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
一
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、

失
業
の
発
生
状
況
の
こ
と
で
あ
る
。
釜
石
で
は
、
製
鉄
所
に
お
い
て
大
規
模
な
人
員
削
減
が
行
わ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
事
業

所
問
配
転
を
主
た
る
方
法
と
し
て
な
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
直
接
的
に
は
失
業
を
発
生
さ
せ
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
代
わ
り
人
口

が
減
る
。
巨
大
鉄
鋼
独
占
体
で
あ
る
新
日
鉄
は
、
失
業
問
題
を
顕
在
化
さ
せ
ず
に
地
域
人
口
を
数
千
人
も
減
ら
す
と
い
う
、
驚
く
べ
き
実
力
の

持
ち
主
で
あ
る
。
後
で
も
触
れ
る
が
、
新
日
鉄
は
、
下
請
企
業
群
へ
の
「
合
理
化
」
の
波
及
に
対
し
て
も
、
一
定
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
他
の
地
場
産
業
都
市
な
ど
と
く
ら
べ
、
鉄
鋼
産
業
都
市
の
地
域
問
題
は
地
殻
変
動
の
よ
う
に
不
気
味
に
進
展
し
、
地

域
政
策
も
困
難
の
度
を
加
え
る
。

　
第
四
に
、
地
域
政
策
の
総
合
性
と
は
何
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
地
域
政
策
の
総
合
性
は
〈
住
民
自
治
に
基
く
総
合
性
〉
と
し
て
し
か
達
成

さ
れ
な
い
。
　
「
地
域
に
お
け
る
唯
一
の
総
合
的
な
施
策
主
体
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
」
云
々
と
自
治
省
官
僚
は
言
う
が
、
地
方
自
治
体
は
そ
れ

自
体
と
し
て
生
ま
れ
な
が
ら
に
総
合
的
な
施
策
主
体
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
地
域
に
お
い
て
無
条
件
に
総
合
的
な
存
在
と
し
て
は
唯
一
住
民

生
活
あ
る
の
み
で
あ
る
。
地
方
自
治
体
が
官
僚
機
構
特
有
の
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
克
服
し
て
、
こ
の
住
民
生
活
の
総
合
性
と
直
接
結
び
つ
い

た
と
き
に
、
初
め
て
そ
れ
は
「
総
合
的
な
施
策
主
体
」
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
官
僚
的
中
央
集
権
を
維
持
も
し
く
は
却
っ
て
強

化
す
る
こ
と
を
通
じ
て
地
域
政
策
の
総
合
性
を
実
現
し
う
る
と
考
え
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
手
段
を
誤
る
も
の
と
一
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。
た
だ
、

住
民
自
治
的
総
合
性
を
実
現
す
る
た
め
の
1
権
限
の
乏
し
い
点
は
し
ば
ら
く
措
く
と
し
て
も
一
そ
の
力
量
が
、
地
方
自
治
体
お
よ
び
住
民

の
側
に
形
成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
少
く
と
も
産
業
都
市
に
関
す
る
限
り
．
地
域
政
策
の
総
合
性
は
い
ま
だ
政
府
の
側
に
お
い
て
も
、
住
民
の
側
に
お
い
て
も
、
構

想
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
な
い
問
題
で
あ
る
。

　
第
五
に
、
財
政
措
置
の
性
格
に
つ
い
て
見
よ
う
。
自
治
省
の
「
対
策
」
は
、
立
法
措
置
で
な
く
行
政
措
置
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
財
政
統
制
手

　
　
　
　
t
特
定
不
況
地
域
対
策
と
地
方
自
治
体
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
九



　
　
　
1
特
定
不
況
地
域
対
策
と
地
方
自
治
体
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
〇

段
の
弾
力
的
運
用
が
可
能
に
な
る
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
「
対
策
」
は
、
自
治
体
主
導
の
施
策
の
運
用
を
旨
と
す
る
こ
と
を
謳
っ
て
い
る

が
、
一
方
で
財
源
措
置
に
つ
い
て
は
「
こ
の
措
置
は
総
合
対
策
要
綱
に
定
め
る
事
業
内
容
を
精
査
し
、
特
別
の
財
政
需
要
が
あ
る
こ
と
を
確
認

し
た
う
え
で
実
行
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
特
定
不
況
地
域
と
し
て
選
定
さ
れ
て
も
、
何
ら
見
る
べ
き
対
策
を
講
じ
な
い
地
方
公
共
団
体
に
対
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

て
は
、
財
政
上
の
措
置
も
な
さ
れ
な
い
」
と
、
釘
を
刺
す
こ
と
を
忘
れ
な
い
。
特
別
交
付
税
の
配
分
基
準
は
個
別
自
治
体
に
は
知
り
得
な
い
も

の
で
あ
る
。
し
か
も
地
方
団
体
全
体
に
と
っ
て
の
財
源
絶
対
額
は
全
く
変
わ
ら
な
い
。
広
範
な
自
治
体
（
一
八
一
市
町
村
）
を
指
定
し
て
、
僅

か
な
が
ら
の
固
有
財
源
を
上
か
ら
一
方
的
に
配
分
す
る
と
い
う
や
り
方
は
、
競
争
組
織
化
の
絶
妙
な
手
法
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

第1表特定不況地域に対する特別財政措置

　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位億円）

齢県分：市町村分恰計

ド　　　　　　　　　ラ　　　　　　　　　し

　　　17i　441　61
　　　　ド　　　　　　　　

　　　801　741　154　　　　1　　　1
り　　　　　　　

降311…ll：

債
効
税

裏
付

　
需

方
政
交

　
財
」

　
加
界

地
槌
特

53

N
度

514

107

374

48

0
　
　
9

4
　
　
ド
フ

地方債特別交付税

地方債特別交付税

男
年
度

55

N
度

8i2i1，113
　　　i

189－　　　397

301i

　　I
2081

地　方　債
特別交付税

累
　
計

出所：『地方財務』331号（1981，12）

・
不
況
対
策
と
し
て
起
債
の
許
可
枠
を
広
げ
、
そ
の
償
還
財
源
と
し
て
交
付
税
を
措

置
す
る
方
法
を
と
る
と
、
一
般
財
源
で
あ
る
交
付
税
が
事
実
上
特
定
財
源
化
す
る

結
果
に
な
る
。
1
も
っ
と
も
、
措
置
さ
れ
る
側
の
自
治
体
は
必
ず
し
も
そ
の
よ

う
に
意
識
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
自
己
の
判
断
で
不
況
対
策
と
し
て

位
置
づ
け
た
単
独
事
業
に
起
債
・
交
付
税
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

自
由
財
源
の
拡
大
と
い
う
意
味
に
事
態
は
受
け
と
ら
れ
て
い
る
よ
う
岨
．
」
あ
る
。

　
特
定
不
況
地
域
に
対
す
る
三
年
間
の
財
政
措
置
の
規
模
を
示
せ
ば
第
1
表
の
と

　
　
　
　
（
1
4
）

お
り
で
あ
る
。

五
　
釜
石
に
お
け
る
特
定
不
況
地
域
対
策
の
展
開

①
自
治
体
の
対
応
体
制



第2図　釜石市の「合理化」対葉態勢

1
特
定
不
況
地
域
対
策
と
地
方
自
治
体
一

企
画
開
発
室
企
画
開
発
課

名 称

釜石鉱業所並びに釜

石製鉄所問題対策本
部　　昭和53．8．19

釜鉱・釜鉄合理化問

・題関係市町村対策協

議会　昭和53．9．5

釜石市

振興対策協議会
昭和54．2．10

　　構成メンバー

（灘輪

（難羅劉

（灘鋤

1璽翻瞬．）

1｛璽到瞬の

課 題

釜鉱閉山・釜鉄合理化

問題の対応と今後の対
策等

同　上

釜鉱・釜鉄の一連の合

理化の影響を最少限に
とどめるための対応策

としての釜石市の総合

的振興策の協議

釜鉱・釜鉄合理化問題

対策事情聴取，国への
陳情等

求人確保対策

雇用奨励制度

職業訓練など

　
不
況
地
域
二
法
に
よ
っ
て
政
令
指
定
を
受
け
た
三

〇
地
域
の
自
治
体
は
、
　
「
特
定
不
況
地
域
対
策
連
絡

協
議
会
」
を
結
成
し
、
事
務
局
を
長
崎
市
に
置
い

た
。
こ
れ
に
対
し
自
治
省
の
特
定
不
況
地
域
振
興
総

合
対
策
に
よ
る
特
定
不
況
地
域
に
指
定
さ
れ
た
市
町

村
は
、
そ
れ
と
は
別
個
に
「
地
域
経
済
対
策
自
治
体

協
議
会
」
　
（
会
長
は
高
岡
市
長
堀
健
治
）
と
い
う
圧

力
団
体
を
構
成
し
た
。
両
者
は
も
ち
ろ
ん
重
複
し
て

い
る
わ
け
だ
が
、
統
合
は
成
ら
ず
、
中
央
官
庁
の
系

列
化
が
貫
徹
し
た
恰
好
に
な
っ
て
い
る
。

　
岩
手
県
は
昭
和
五
三
（
一
九
七
八
）
年
一
一
月
、

「
釜
石
地
域
振
興
総
合
対
策
本
部
」
　
（
本
部
長
”
知

事
、
副
本
部
長
n
副
知
事
、
部
員
1
1
出
納
長
お
よ
び

部
長
）
を
設
置
し
た
。
そ
の
所
掌
事
務
は
、
①
新
日

本
製
鉄
釜
石
製
鉄
所
及
び
日
鉄
鉱
業
釜
石
鉱
業
所
の

合
理
化
計
画
に
関
す
る
こ
と
　
②
中
小
企
業
対
策
及

び
雇
用
安
定
対
策
に
関
す
る
こ
と
　
③
地
域
振
興
対

策
の
総
合
的
推
進
に
関
す
る
こ
と
一
に
関
し
、
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
一



　
　
　
一
特
定
不
況
地
域
対
策
と
地
方
自
治
体
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
二

査
及
び
連
絡
調
整
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
翌
五
四
年
五
月
に
後
述
の
「
大
綱
」
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
さ
て
、
釜
石
市
の
態
勢
は
第
2
図
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
住
民
運
動
と
の
か
か
わ
り
で
ど
の
よ
う
に
機
能
し
た
か
の
検
討
は
他
の
論

稿
に
譲
り
た
い
。

　
③
釜
石
地
域
振
興
策
の
大
綱
（
岩
手
県
）

　
自
治
省
の
「
対
策
」
に
お
け
る
「
総
合
対
策
要
綱
」
の
釜
石
版
が
こ
れ
で
あ
る
。
　
「
合
理
化
に
よ
る
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
の
対

応
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、
産
業
基
盤
の
整
備
と
産
業
の
振
興
を
中
心
と
し
て
、
中
長
期
的
展
望
の
下
に
、
釜
石
市
及
び
周
辺
地
域
の
振
興
を

図
る
た
め
の
対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
」
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
掲
げ
る
こ
の
「
大
綱
」
は
、
　
「
経
済
の
見
通
し
」
と
題
し
て
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。
　
「
釜
石
市
の
純
生
産
は
、
今
後
に
お
い
て
も
、
ほ
ぼ
順
調
な
推
移
を
示
す
も
の
と
予
測
さ
れ
る
。
産
業
別
の
純
生
産
に
づ
い

て
は
、
第
一
次
産
業
は
水
産
業
を
中
心
と
し
て
増
加
が
見
込
ま
れ
、
ま
た
第
三
次
産
業
は
過
去
の
推
移
と
同
様
に
、
今
後
に
お
い
て
も
着
実
な

増
加
基
調
が
維
持
さ
れ
る
も
の
と
予
測
し
、
第
二
次
産
業
に
つ
い
て
は
新
規
企
業
の
導
入
な
ど
に
よ
っ
て
、
順
調
な
増
加
を
示
す
も
の
と
予
測

し
た
」
と
。
ど
う
い
う
性
格
の
「
予
測
」
を
し
て
い
る
の
か
さ
っ
ぱ
り
判
然
と
し
な
い
が
、
驚
く
べ
く
楽
観
的
な
見
通
し
で
あ
り
、
〈
起
死
回

生
v
の
振
興
策
を
練
り
上
げ
よ
う
と
す
る
気
迫
に
著
し
く
欠
け
る
。

　
「
釜
石
地
域
振
興
の
た
め
講
ず
べ
き
施
策
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
一
、
当
面
す
る
中
小
企
業
対
策
及
び
雇
用
安
定
対
策

　
二
、
産
業
基
盤
の
整
備

　
　
　
北
上
・
花
巻
周
辺
に
お
け
る
工
業
開
発
な
ど
の
進
展
に
対
応
し
て
、
港
湾
の
再
開
発
と
道
路
網
の
整
備
を
有
機
的
か
つ
体
系
的
に
推
進
す
る
。

　
三
、
産
業
の
振
興



①
工
場
適
地
の
確
保
（
工
業
用
地
の
造
成
、
遊
休
土
地
の
有
効
利
用
）
　
②
工
業
の
開
発
（
地
場
産
業
の
生
産
性
向
上
、
新
企
業
の
導
入
）
　
③
地
下
資

　
源
の
開
発
（
石
灰
開
発
、
石
山
開
発
）
　
④
石
油
類
の
流
通
・
備
蓄
基
地
（
大
平
石
油
類
流
通
基
地
の
建
設
）
　
⑤
水
産
業
の
振
興
（
流
通
加
工
施
設
の

整
備
）
　
⑥
農
林
業
の
振
興
（
北
上
山
系
広
域
農
業
開
発
事
業
の
促
進
、
拡
大
造
林
等
）

四
、
生
活
環
境
の
整
備

　
こ
れ
ら
の
施
策
の
中
身
と
し
て
具
体
的
な
事
業
名
お
よ
び
事
業
費
が
「
部
門
別
計
画
」
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
少
し
煩
し
い
が
、
参
考
の
た

め
第
2
表
に
掲
げ
る
（
事
業
形
態
は
三
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
計
画
事
業
U
既
に
実
施
中
の
も
の
及
び
実
施
す
る
こ
と
が
既
に
決

定
し
て
い
る
事
業
、
調
査
事
業
”
今
後
事
業
費
等
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
事
業
、
要
望
事
業
”
国
・
公
社
公
団
等
に
対
す
る
要
望
的
事
業
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

る
。
表
に
掲
げ
た
の
は
調
査
事
業
と
要
望
事
業
だ
け
で
あ
る
）
。
ほ
と
ん
ど
全
行
政
領
域
に
わ
た
り
、
従
来
か
ら
存
在
し
た
県
の
事
業
計
画
・

事
業
構
想
の
う
ち
釜
石
お
よ
び
そ
の
周
辺
市
町
村
分
を
抽
出
し
、
羅
列
し
た
も
の
と
し
か
受
け
と
れ
な
い
。
こ
こ
で
の
「
総
合
性
」
は
、
文
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

ど
お
り
施
策
の
「
総
棚
卸
し
」
で
し
か
な
く
、
「
要
綱
」
を
さ
ら
に
整
備
し
ひ
と
つ
の
計
画
シ
ス
テ
ム
と
し
で
定
着
さ
せ
る
と
い
う
自
治
省
の
思

惑
と
は
、
天
地
の
隔
た
り
が
あ
る
。
政
府
は
、
　
「
現
在
〔
昭
和
五
四
年
初
め
〕
ま
で
の
と
こ
ろ
、
各
道
府
県
、
市
町
村
と
も
か
な
り
限
ら
れ
た

時
間
の
中
で
総
合
対
策
要
綱
を
ま
と
め
あ
げ
た
の
で
、
対
策
の
内
容
は
従
来
実
施
し
て
き
た
諸
施
策
を
中
心
と
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
P
）

後
は
、
さ
ら
に
地
域
の
実
情
に
即
し
た
新
し
い
創
意
工
夫
が
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
果
た
し
て
時
間
の
余

裕
が
な
か
っ
た
こ
と
に
帰
せ
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。

　
㈹
釜
石
市
の
不
況
地
域
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
き
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
「
不
況
対
策
事
業
の
う
ち
、
地
域
経
済
の
振
興
、
地
域
の
経
済
構
造
改
善
を
図
る
た
め
特
に
重
点
を
お
い
て
行
う
事
業
」
　
（
傍
点
筆
者
）

中
か
ら
三
つ
以
内
の
例
を
選
定
し
て
記
載
せ
よ
、
と
い
う
自
治
省
の
指
示
に
対
し
、
釜
石
市
は
以
下
の
三
事
業
を
以
て
答
え
た
。

　
　
　
　
一
特
定
不
況
地
域
対
策
と
地
方
自
治
体
一
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
三

の



第2表釜石地域振興策r部門計画」抄

調査事業

事 業 名
事業
主体

期間

5
8
　
0
8
0
　
　
　
　
5
　
0
7
0
7
　
　
5
5
　
0
　
7
6
8
0
　
5
　
0
8
0
7
8
9

6
5
　
6
5
6
　
　
　
　
6
　
6
5
6
5
　
　
6
6
　
6
　
5
5
5
6
　
5
　
6
5
6
5
5
5

～
勇
二
7
〃
〃
〃
勇
二
二
〃
〃
二
男
；
二
二
男
勇
～
二
二
～

4
7
　4
6
6
．
　
　
　
　
4
　6
5
5
5
　
　
5
1
　6
　

4
5
5
う
　4　

6
4
6
6
5
5

5
5
　
5
5
5
　
　
　
　
5
　
5
5
5
5
　
　
5
6
　
5
　
5
5
5
5
　
5
　
5
5
5
5
5
5

質
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
噸
〃
〃
馨
轟
鞭
〃
〃
〃
〃
譲
〃
〃

融
饗
蒲
礎
崩
舗
㎜
蝋
遡
蝶
灘

聯
柔
■
園
校
縫
㌣
躯
資
石
■
村
下
農
”
定
鞍
葱
総
鍵
篇

綴
欝
　
甚
棚
　
蕪
　
墨

国
金
高
県
自
県
高
県
高
県
県
さ
県
農
沿
骨
石
崖
市
公
団
　
農
市
公
新
並
特
肉
さ
高
飼
農
水
構
中

事業費
（千円）

43，300，000

　11，410

　39，000
4，400，000

50・200P
456，104！

79，500

69，500

39，000

137，685

38，080，000

　20，000
　675，000

　412，000

5，580，000

　5，000
　15ρ00
　10艶000
U，021，800

2，350，000

13，000

229，000

600，000

94，005

550，000

300艶000

90，000

262，604

86，100

120，000

26，420

104，650

150，000

208，000

2，700，000

500ρ00

－
特
定
不
況
地
域
対
策
と
地
方
自
治
体
一

　
　
　
止

考
　
査
停

　
　
調
業

　
　
び
操

　
　
及
の
え

備
　
画
山
備

　
　
計
鉱
に

調査及び計画

遠野市

住田町・遠野市

住田町

大槌町中心

大槌町・山田町

る
場

あ
市

に
売
る

区
卸
す

地
果
合

石
青
統

釜
三
を

備
立
る

整
理
す

捲
る
化

漁
よ
団

町
に
集
分

槌
画
に
県

大
計
地
全

｛

九
四



一
特
定
不
況
地
域
対
策
と
地
万
自
治
体
一

九
五

要望事業

事 業 名

備
助
永
別
備
備
備
備
備
備
発
備
備
備
発
備
備
備
備
善
策
備
策
備
水
別
備
備
発
進
良
備
備
備
良

“　@賄ﾋ
論
聴
　
∞
～
い
　
㎜
“
皿
瀞
点
…

　“ｭ
饗
　
混
繋
欄
儲
鴬
蕊
繍

野
投
県
排
県
縁
県
農
海
県
県
開
県
農
県
開
団
土
団
農
山
団
内
団
団
小
団
団
団
農
小
団
土
団
小

難鯛稀劉 備 考

市町村54～55　　30，600
団体
市町村156～60　170，000

　“　　　　　“　　　　1，774，350

市町村　“　1　580，000

ほ穿，，！456ρ6。

市町村　“　1　40g，000
団体　　　1
　〃　　　55～59　　　150，000

市町村i60～651，494，700
ほか
団体56～60　460，220

〃　〃…56，600
〃　“710，535

　〃　　〃　1　　5，000

〃　〃1238，500
　〃　　〃　　363，000
　”　　　　〃　　　　 191，000
団体ほ一

U1－65675，85。か
　〃　　　60～61　　　　15，000

団体60～65i　30，000

〃　〃143ρ00

国156～60i15⑳00
　　　　　県　55～64　　　　　全県
〃i56－60i432ρ001遠野市

〃　i56i　64，000三陸町
　　　　　　　ド
〃　156～6q2，070，000遠野市
　ヒ　　　　　ド

”：” P3・445ρ00”

〃〃520ρ・・P
〃　　〃　1　585，000遠野市

〃i〃　665，000
〃　1’，　1　200，000遠野市

〃1〃
窒P・198ρ・・

〃　　　　　〃　　　　　690，500

〃　61～653・264，000遠野市
〃16・　i419ρ・・〃

〃　　〃　11，500，000

県　60～65i　36，000宮守村

遠野市・山田町

山田町

宮守村

大館町・宮守村

遠野地区
・遠野・住田・宮
守・山田
住田・大槌・宮守

宮守村

遠野市

宮守村・山田町

山田町

住田・大樋・山田

遠野・宮守・住田

山田町

宮守村

住田・大樋・山田



第3表釜石市のr地域板輿策」

事　業　名

釜石市中小企業融資

　（市小口融資制度）

釜石市中小企業

　緊急特別資金融資

釜石市中小企業

　　組織化促進融資

釜鉱離職者

　　雇用開発給付金

能力開発訓練事業

岩手県勤労者信用

　基金制度助成事業

出稼対策事業

雇用対策事業

中小企業

　　　労務改善事業

講i 事 業 内 容

　　　ド
33，000一関係金融機関に預託し，五倍額を市内の中小企業者に
　　　1
　　　・貸付し，経営の安定を図る。

灘塞墾1万男以r和、率＿

　　　1開業資金　150〃1
　　　1　特別運転資金　　300　κ　　ノ
　　　1
　　1－
1，000、同上
　　1
　　　　運転資金
　　5

50万円以内　利率7．25％

8ゆ。ｪ転資金1ρ，，万円以内

　　1
　　ト
6・240 P釜鉱離職者を雇い入れた市内事業主に対し・賃金の一

　　i部を助成

1
特
定
不
況
地
域
対
策
と
地
方
自
治
体
1

1・550 P釜石総合高等訓練校の備品等購入補助

　　1釜石職業訓練協会補助

　　ド2，500，雰細企業に働く労働者の生活・教育・住宅融資の途を

　　1ひらく信用保証制度一の助成

300出稼ぎ者を対象に相談，健康診断，現地訪問など援助

　　を行う。

1・2睡職者相談活動，雇用醗など雇用対策の全般的事業

　1を行う

1中小企業の労務改善講習会，福祉活動・調査等の事業

匡対する補助制度

　
　
　
　
一
九
六

①
道
路
測
量
調
査
事
業

　
　
市
道
延
長
三
五
四
㎞
の
道
路
測

　
量
調
査
（
五
か
年
三
億
円
）
。
閉

　
山
し
た
日
鉄
鉱
業
釜
石
鉱
業
所
よ

　
り
出
向
し
た
測
量
等
の
技
術
職
員

　
で
構
成
し
て
い
る
関
連
会
社
に
発

　
注
し
、
労
働
力
の
流
出
を
喰
い
止

　
め
、
人
口
の
減
少
を
き
た
さ
な
い

　
よ
う
に
す
る
。

②
小
・
中
学
校
改
修
事
業

　
　
六
校
を
改
修
し
、
雇
用
機
会
の

　
増
大
を
は
か
る
。
一
億
円
。

③
離
職
者
雇
用
開
発
給
付
金

　
　
離
職
者
を
採
用
し
た
会
社
に
給
■

　
付
金
を
交
付
す
る
。
一
〇
四
五
万

　
　
円
。

　
ま
た
、
高
岡
市
か
ら
の
ア
ン
ケ

ー
ト
（
↓
九
七
九
年
五
月
一
四
日

付
）
に
こ
た
え
て
、
釜
石
市
は
不

況
地
域
振
興
対
策
と
し
て
第
3
表



（千円）

55年度（予定）

　　51，068

　　48，344

　　　　　0

　　　2．724

8，560

8．560

8，120，945

4，323，246

3，524，759

　　272．940

322，386

314，858

　　　　　0

　　5，500

　2．028

第4表釜石市の特定不況地域振興総合対策中間実績

　分　類54年度（予定）54年度（実績）
　　　　　　　　　　　ヒ1　企業の経営安定対策i　　50・624　　　50，526

　　融資関係i　48，3241　47，863

　　販路開拓i　O…　0　　指導・研究・調査」　　2，300i　　2，663

　　　　　　　　　　　　　　　　　　H雇用の安定対策、　11，4521　10，050
　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　雇用促進及び職業訓練　1　　11，452　　　　10，050

　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ皿生活環境の整備一4，985，97317，638，042
　　公共事業（補助事業）一　3，599，468　：　4，304，880
　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　　単独事業（関連分）　　1，184，805i2，758，228
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単独事業（特注分））　201，700　　　574，934

1V　地域経済の構造改善対策　i　　24，500　　　508，729

　　地場産業対策　　　 0　　496，701
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鉱業出資金　　 〇一　　〇
　　企業誘致1　20，0001　10ρ00
　　そ　 の　 他i　4，500　　2・028

4，8283、4962．000

8，507，787

－
特
定
不
況
地
域
対
策
と
地
方
自
治
体
一

5．074、549　　i　　8．210．843

V連絡，調整事務等

　総　　　　計

の
よ
う
な
諸
事
業
を
列
挙
し
た
。

　
見
ら
れ
る
と
お
り
、
い
ず
れ
の
事
業
も
中
小
企
業
対

策
お
よ
び
雇
用
対
策
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
自
治
省
が

回
答
に
期
待
す
る
よ
う
な
「
地
域
経
済
振
興
」
施
策
に

位
置
づ
け
得
る
も
の
は
、
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
。

最
後
に
も
う
ひ
と
つ
資
料
を
示
そ
う
。
第
4
表
は
釜

石
市
の
「
特
定
不
況
地
域
振
興
総
合
対
策
事
業
」
の
中
間

実
績
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
で
一
見
し
て
奇

異
に
思
わ
れ
る
の
は
昭
和
五
四
年
度
の
事
業
予
定
額
と

実
績
額
と
の
極
端
な
く
い
違
い
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

著
し
い
差
は
な
ぜ
生
じ
て
い
る
か
。
事
業
の
項
目
を
検

討
し
て
み
る
と
、
そ
れ
は
実
は
事
業
数
の
大
幅
な
差
に

由
来
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
公
共
事
業

（
補
助
事
業
）
で
は
二
〇
事
業
（
予
定
）
↓
六
四
事
業

（
実
績
）
、
単
独
事
業
に
お
い
て
は
一
九
事
業
（
予
定
）

↓
七
一
事
業
（
実
績
）
と
、
要
す
る
に
特
定
不
況
対
策

　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

事
業
と
し
て
く
く
る
事
業
の
範
囲
を
中
途
で
大
幅
に
変

更
”
拡
張
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七



　
　
・
－
特
定
不
況
地
域
対
策
と
地
方
自
治
体
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八

い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
地
域
振
興
対
策
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
明
確
な
認
識
が
市
当
局
の
側
に
も
打
ち
樹
て
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
、
さ
よ
う
に
特
定
不
況
地
域
振
興
総
合
対
策
な
る
概
念
は
融
通
無
碍
の
一
要
す
る
に
無
概
念
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
れ
ら
の

数
字
は
示
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
釜
石
市
で
は
、
特
定
不
況
地
域
対
策
関
係
の
業
務
は
当
初
、
企
画
課
の
所
管
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
徐
々
に
財
政
課
に
実
質
的
な
仕
事
が
移

行
し
て
行
っ
た
。
こ
の
こ
と
も
ま
た
、
右
の
事
態
を
象
徴
的
に
示
す
一
例
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
製
鉄
所
関
連
企
業
に
対
し
て
は
製
鉄
所
自

身
が
、
配
転
あ
る
い
は
構
内
改
造
工
事
に
吸
収
す
る
な
ど
し
て
あ
る
程
度
手
を
打
っ
て
お
り
、
　
「
市
の
事
業
の
出
る
幕
が
な
い
」
　
「
資
金
を
融

通
さ
れ
て
も
そ
れ
を
使
う
べ
き
適
当
な
事
業
が
み
つ
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
、
市
当
局
者
の
悲
喜
劇
的
な
述
懐
も
聞
か
れ
る
の
で
あ
る
。

六
　
地
域
経
済
振
興
対
策

　
自
治
省
は
昭
和
五
六
（
一
九
八
一
）
年
二
月
、
　
「
地
域
経
済
振
興
対
策
実
施
方
針
」
を
策
定
し
、
先
の
特
定
不
況
地
域
振
興
総
合
対
策
の
総

括
の
上
に
新
た
な
地
域
政
策
を
展
開
し
つ
つ
あ
る
。
　
「
特
定
不
況
対
策
は
、
あ
く
ま
で
も
構
造
不
況
及
び
円
高
の
直
撃
を
受
け
た
特
定
不
況
地

域
に
お
い
て
、
企
業
の
当
面
の
経
営
安
定
と
雇
用
の
確
保
を
図
る
た
め
に
緊
急
に
実
施
す
べ
き
事
業
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
地
域
経

済
の
す
う
勢
的
な
停
滞
を
も
た
ら
し
た
そ
の
構
造
的
要
因
を
排
除
し
、
中
長
期
的
な
観
点
か
ら
地
域
経
済
の
構
造
改
善
を
図
り
、
安
定
的
か
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

多
様
性
の
あ
る
地
域
経
済
基
盤
を
確
立
す
る
こ
と
は
、
な
お
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
新
対
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
あ
る
が
、
旧
対
策
と
異
る
そ
の
最
大
の
特
徴
は
、
補
助
対
象
事
業
を
大
枠
で
特
定
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
産
業
構
造
の
特
殊

性
に
起
因
す
る
地
域
経
済
の
停
滞
化
傾
向
が
み
ら
れ
る
地
域
、
特
定
の
産
業
業
種
へ
の
依
存
度
が
著
し
く
大
き
い
地
域
で
あ
っ
て
、
当
該
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ゐ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
や

の
振
興
上
地
域
経
済
構
造
改
善
に
資
す
る
特
別
の
単
独
事
業
（
以
下
「
特
定
事
業
」
と
い
う
）
等
を
計
画
的
に
実
施
し
て
お
り
、
又
は
実
施
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
1
9
）

る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
地
域
」
　
（
傍
点
筆
者
）
を
「
地
域
経
済
振
興
対
策
推
進
地
域
」
と
し
て
選
定
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。



　
旧
対
策
に
よ
る
「
総
合
対
策
要
綱
」
が
、
自
治
省
の
意
図
に
反
し
て
概
ね
総
花
的
で
取
り
と
め
の
な
い
も
の
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
点
を
総

括
し
た
上
で
の
、
方
法
の
転
換
で
あ
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
地
域
経
済
振
興
の
戦
略
的
な
核
に
な
る
施
策
の
設
定
が
必
要
で
あ
る
と
い
う

観
点
が
打
ち
出
さ
れ
る
の
は
、
当
然
予
想
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
に
わ
か
に
「
総
合
性
」
を
追
求
す
る
こ
と
に
は
厳
然
た
る
限
界
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

　
選
定
さ
れ
た
諸
地
域
の
「
特
定
事
業
」
は
、
研
修
セ
ン
タ
ー
、
工
業
団
地
、
共
同
作
業
場
、
資
料
館
、
街
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
情
報
セ

ン
タ
ー
、
商
業
地
区
整
備
、
流
通
セ
ン
タ
ー
、
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
　
ロ
ー
カ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
施
設
等
々
、
多
彩
で
あ
る
。
だ
が
問
題

は
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
い
か
に
し
て
地
域
経
済
振
興
の
戦
略
的
核
に
な
り
得
る
か
と
い
う
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
点
の
位
置
づ
け

は
都
道
府
県
及
び
関
連
市
町
村
の
策
定
す
る
「
地
域
経
済
振
興
方
針
」
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
手
法
と
し
て
は
旧
対
策
と
基
本
的

に
変
わ
り
が
な
い
。
も
し
こ
の
「
方
針
」
お
よ
び
そ
れ
に
基
づ
く
「
推
進
計
画
」
が
従
前
の
「
要
綱
」
と
同
様
に
施
策
の
総
棚
卸
し
に
終
始
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
新
対
策
も
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
は
く
さ
し
あ
た
っ
て
の
財
政
難
し
の
ぎ
の
便
法
V
に
堕
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
む
し
ろ
対
策

の
名
称
か
ら
「
総
合
」
が
落
ち
た
分
だ
け
事
態
は
後
退
す
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
今
回
の
対
策
に
お
け
る
指
定
地
域
は
「
構
造
改
善
等
推
進
地
域
」
と
コ
般
振
興
地
域
」
に
分
け
ら
れ
、
前
者
は
旧
対
策
の
特
定
不
況
地
域

一
全
部
で
は
な
い
一
で
あ
り
、
後
者
は
新
た
に
加
え
ら
れ
た
地
域
を
含
む
。
旧
対
策
で
の
指
定
市
町
村
一
八
一
の
う
ち
、
両
者
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
と
さ
れ
た
も
の
が
九
七
あ
る
。
第
一
次
・
第
二
次
選
定
分
を
併
せ
て
、
構
造
改
善
等
推
進
地
域
は
八
三
市
町
村
、
一
般
振
興
地

域
は
一
四
六
市
町
村
、
合
計
二
二
九
市
町
村
に
及
び
、
も
は
や
く
特
定
地
域
v
と
は
呼
び
難
い
ま
で
に
対
策
の
対
象
領
域
は
拡
大
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
一
般
的
な
地
域
経
済
振
興
政
策
と
し
て
こ
う
し
た
施
策
は
あ
る
程
度
定
着
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
他
面
で
企
業
城

下
町
地
域
が
特
別
に
優
遇
さ
れ
る
要
素
は
次
第
に
稀
薄
に
な
っ
て
い
く
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

　
構
造
改
善
等
推
進
地
域
に
指
定
さ
れ
た
釜
石
市
は
、
特
定
事
業
と
し
て
「
鉄
鋼
産
業
会
館
」
建
設
構
想
を
推
進
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
事

　
　
　
－
特
定
不
況
地
域
対
策
と
地
方
自
治
体
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九



　
　
　
　
－
特
定
不
況
地
域
対
策
と
地
方
自
治
体
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇

業
規
模
は
数
億
円
と
も
十
数
億
円
と
も
い
わ
れ
、
昭
和
五
七
年
秋
に
も
着
工
、
五
八
年
度
中
に
完
成
の
予
定
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
五

六
年
二
一
月
定
例
市
議
会
で
は
、
鉄
鋼
産
業
会
館
の
建
設
は
財
源
面
で
実
現
が
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
こ
と
が
市
当
局
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ

（
2
0
）

た
。
　
「
行
政
だ
け
で
で
き
る
事
業
で
な
い
。
釜
石
製
鉄
所
を
は
じ
め
鉄
鋼
関
係
の
協
力
が
な
け
れ
ば
、
実
現
は
難
し
い
」
と
浜
川
市
長
は
答
弁

し
て
い
る
。
特
定
事
業
の
計
画
が
動
揺
す
る
と
な
る
と
、
釜
石
市
の
地
域
指
定
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

　
地
方
債
の
累
積
か
ら
く
る
財
政
の
硬
直
化
に
よ
り
、
地
域
経
済
振
興
に
お
け
る
釜
石
市
の
選
択
の
幅
は
狭
ま
り
つ
つ
あ
る
。
自
治
省
の
「
対

策
」
も
く
打
出
の
小
槌
〉
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
さ
し
あ
た
っ
て
は
、
鉄
鋼
産
業
会
館
の
建
設
に
対
し
製
鉄
所
の
資
金
的
協
力
を
ど
れ
だ
け
引

き
出
せ
る
か
が
、
自
治
省
の
一
連
の
対
策
の
中
で
の
釜
石
市
の
将
来
的
位
置
を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
　
（
1
）
　
政
令
指
定
業
種
は
以
下
の
と
お
り
。
1
冷
凍
水
産
物
製
造
業
　
2
魚
体
前
処
理
加
工
業
　
3
魚
か
す
．
魚
粉
製
造
業
　
4
紡
績
業
　
5
ね
ん
糸
製
造

　
　
　
業
6
織
物
業
7
メ
リ
ヤ
ス
製
造
業
8
染
色
整
理
業
9
刺
し
ゅ
う
レ
ー
ス
製
造
業
1
0
外
衣
製
造
業
n
中
衣
．
下
着
製
造
業
皿
合
板
製
造

　
　
　
業
1
3
段
ボ
ー
ル
原
紙
製
造
業
1
4
化
学
繊
維
製
造
業
1
5
耐
火
レ
ン
ガ
製
造
業
1
6
平
炉
に
よ
る
製
鋼
及
び
圧
延
業
1
7
電
気
炉
に
よ
る
製
鋼
及
び

　
　
　
　
圧
延
業
　
1
8
熱
間
圧
延
業
　
1
9
伸
鉄
業
　
2
0
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
第
一
次
製
錬
・
精
製
業
　
2
ー
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
・
同
合
金
圧
延
業
　
2
2
船
舶
製
造
．
修
理
業

　
　
　
　
2
3
マ
ッ
チ
製
造
業
　
2
4
近
海
海
運
業
　
2
5
内
航
海
運
業
　
2
6
は
し
け
運
送
業
。

　
　
（
2
）
　
同
法
施
行
令
に
よ
る
特
定
不
況
業
種
は
以
下
の
六
つ
で
あ
る
。
1
合
板
製
造
業
　
2
北
洋
漁
業
及
び
北
洋
漁
業
に
よ
り
採
捕
さ
れ
る
水
産
動
物
を
主

　
　
　
　
た
る
原
料
と
す
る
水
産
加
工
業
　
3
普
通
鋼
の
鋼
塊
・
鋼
材
の
半
製
品
又
は
鋼
材
の
製
造
業
（
製
鋼
を
行
う
も
の
に
限
る
）
　
4
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
造

　
　
　
　
業
　
5
合
成
繊
維
製
造
業
　
6
総
ト
ン
数
五
〇
〇
〇
ト
ン
以
上
の
船
舶
の
製
造
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
造
船
台
叉
は
ド
ッ
ク
を
使
用
す
る
船
舶
製
造

　
　
　
　
業
。

　
　
（
3
）
　
以
下
の
市
町
村
で
あ
る
。
根
室
市
、
稚
内
市
、
函
館
市
、
釧
路
市
、
室
蘭
市
、
網
走
市
、
後
志
支
庁
古
平
郡
古
平
町
、
八
戸
市
、
大
館
市
、
吉
城
郡

　
　
　
　
神
岡
町
、
南
牟
婁
郡
紀
和
町
、
舞
鶴
市
、
相
生
市
、
玉
野
市
、
呉
市
、
三
原
市
、
尾
道
市
、
因
島
市
、
豊
田
郡
瀬
戸
田
町
、
御
調
郡
向
島
町
、
下
関

　
　
　
　
市
、
今
治
市
、
新
居
浜
市
、
高
知
市
、
大
牟
田
市
、
伊
万
里
市
、
西
彼
杵
郡
香
焼
町
、
佐
世
保
市
、
西
彼
杵
郡
大
島
町
、
玉
名
郡
長
州
町
、
佐
伯
市
、



　
　
延
岡
市
。

（
4
）
　
た
だ
し
室
蘭
は
造
船
菜
を
も
か
か
え
て
お
り
、
釜
石
と
は
条
件
の
異
る
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
特
定
不
況
地
域
の
周
辺
市
町
村
は

　
　
「
関
連
市
町
村
」
と
し
て
同
法
お
よ
び
次
に
述
べ
る
離
職
者
法
の
一
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）
　
指
定
要
件
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
A
、
特
定
不
況
地
域
中
小
企
業
対
策
箇
時
措
置
法
に
よ
っ
て
特
定
不
況
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
地
域
　
B
、

　
　
①
特
定
不
況
業
種
（
お
お
む
ね
不
況
三
法
に
拠
る
）
依
存
地
域
②
北
洋
漁
業
水
産
基
地
　
③
非
鉄
金
属
鉱
山
地
域
　
④
そ
の
他
地
域
（
窯
業
・
洋
食

　
　
器
業
な
ど
輸
出
産
業
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
）

（
6
）
　
「
要
綱
」
に
は
次
の
よ
う
な
内
容
が
盛
ら
れ
る
。
1
地
域
経
済
振
興
の
た
め
の
基
本
方
針
　
2
不
況
産
業
で
あ
る
企
業
及
び
そ
の
関
連
企
業
の
経
営

　
　
安
定
に
関
す
る
こ
と
　
3
雇
用
安
定
対
策
　
4
公
共
事
業
の
活
用
に
関
す
る
こ
と
　
5
不
況
産
業
で
あ
る
企
業
の
業
種
転
換
の
促
進
そ
の
他
地
域
経
済

　
　
の
構
造
改
善
の
た
め
に
必
要
な
施
策
　
6
地
域
経
済
振
興
総
合
対
策
の
推
進
体
制
に
関
す
る
こ
と
。

（
7
）
　
澤
井
安
勇
「
地
域
経
済
の
振
興
と
地
方
公
共
団
体
の
役
割
」
　
『
地
方
財
務
』
一
九
八
○
年
一
二
月
号
。

（
8
）
　
木
村
仁
「
特
定
不
況
地
域
振
興
総
合
対
策
に
つ
い
て
」
　
『
地
方
財
政
』
一
九
七
九
年
三
月
号
。

（
9
）
　
衆
議
院
商
工
委
員
会
会
議
録
（
昭
和
五
三
年
一
〇
月
一
八
日
）
、
参
議
院
商
工
委
員
会
会
議
録
（
同
一
〇
月
二
〇
日
）
。

（
1
0
）
拙
稿
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
地
域
政
策
と
地
方
財
政
ー
パ
ー
ロ
ウ
報
告
の
財
政
的
意
義
の
解
明
1
」
『
経
済
論
叢
』
（
京
都
大
学
）
第
ゴ
一
五

　
　
巻
六
号
（
一
九
八
O
年
）
参
照
。

（
n
）
　
自
治
省
「
特
定
不
況
地
域
振
興
総
合
対
策
」
に
関
し
て
も
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
市
町
村
の
場
合
に
は
必
ず
し
も
単
独
市
町
村
だ
け
で

　
　
完
遂
す
る
必
要
は
な
く
、
」
新
広
域
市
町
村
間
計
画
に
お
い
て
工
場
誘
致
を
複
数
の
市
町
村
で
共
同
推
進
し
て
い
る
事
例
等
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
数
市

　
　
町
村
に
よ
る
広
域
行
政
に
よ
る
経
済
振
興
の
方
法
を
採
用
し
た
方
が
よ
り
効
率
的
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
は
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
」
澤
井
安
勇

　
　
（
前
掲
）
9

（
皿
）
　
木
村
仁
、
前
掲
論
文
。

（
1
3
）
　
座
談
会
「
今
後
の
地
域
経
済
の
振
興
を
考
え
る
」
　
『
地
方
財
務
』
一
九
八
一
年
七
月
号
参
照
。

　
　
－
特
定
不
況
地
域
対
策
と
地
方
自
治
体
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
一



（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

（
1
7
）

（
1
8
）

（
1
9
）

（
2
0
） 一

特
定
不
況
地
域
対
策
と
地
方
自
治
体
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
二

　
吉
田
穣
「
地
域
経
済
振
興
対
策
に
つ
い
て
『
地
方
財
務
』
一
九
八
一
年
一
二
月
号
。

　
な
お
、
計
画
事
業
の
中
に
次
の
よ
う
な
や
や
特
記
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
　
（
事
業
費
は
昭
和
五
四
年
度
分
i
単
位
千
円
。
）

不
況
地
域
中
小
企
業
特
別
資
金
貸
付
　
　
三
〇
〇
、
O
O
O

釜
石
地
域
中
小
企
業
特
別
対
策
　
　
　
　
　
　
二
、
七
六
一

釜
石
地
域
離
職
者
等
就
職
対
策
　
　
　
　
　
　
二
、
五
〇
三

釜
石
地
域
労
使
安
定
対
策
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
〇

釜
鉄
・
釜
鉱
の
直
接
受
注
企
業
実
態
調
査
（
事
業
費
不
詳
）

　
西
尾
勝
「
行
政
と
計
画
i
そ
の
問
題
状
況
の
素
描
－
」
日
本
行
政
学
会
編
『
行
政
計
画
の
理
論
と
実
際
』
　
（
勁
草
書
房
一
九
七
二
年
）
所
収
参

照
。　

木
村
仁
、
前
掲
論
文
。

　
吉
田
穣
、
前
掲
論
文
。

　
澤
井
安
勇
「
地
域
経
済
振
興
対
策
の
概
要
（
上
）
」
　
『
地
方
財
務
』
一
九
八
一
年
五
月
号
。

　
「
岩
手
東
海
新
聞
」
昭
和
五
六
年
一
二
月
一
一
日
付
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
二
・
一
・
二
五
）


